
モンゴル人の日記のなかの中国文化大革命（1）
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チェは生き続けている。彼の英雄的な闘いは、残酷な資本主義を終わらせるまで続くだろう0
－チェ・ゲ六ラ没後40周年追悼行事におけるボリビア大統領

モラレスの言葉（『朝日新聞』夕刊　2007年10月9日）

2004年秋、私は内モンゴル自治区の首府フフホト市内で、あるモンゴル人の

日記数冊を手にいれた。そのうち、1967年分の日記の大きさは13．OcmX17・8cm

で、茶色のハードカバーのついたものである。表紙に「向雷鋒同志学習1」とい

う毛渾東の題辞が印刷されてある。1966年8月に北京市印刷公司（椿樹製本工

場）監製のものである。

日記のどこにもその書き手の名前は記されていない。私はずっと日記を書い

た人物を特定しようと努力したが、未だに成功していない。内容を検討した結

果、書き手は作家であることだけが判明した。

日記には文化大革命が発動されてから二年目、すなわち1967年の3月1日か

ら12月31日までの行動と思想が記されている。史上において前例のない政治

運動のなかで、モンゴル人のひとりがどのように暮らしていたかを知るうえで、

きわめて重要な資料である。以下では、日記の性質について簡単に説明してか

ら、約一年間分の日記を資料として公開する。

1．社会主義中国における日記の位置づけ

共産党一党独裁による社会主義中国において、個人の日記は決してプライベー

トなものではない。いいかえれば、日記にプライバシーをつづることはほとん

どない。，本当に考えていることをすなおに吐露し、実際にやったことを正直に

書くことはまずない。いざ、政治情勢がかわり、昨日までに正しかった思想や、

行為が一夜にして「反動思想」もしくは「反革命的な行為」とされてしまうこ

1雷鉢という人物がいかに社会主義時代の模範的な人物、「60年代型政治的人物」につくりあげら

れたかについては、師永剛らによる研究（2（X裕）がある。
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とが日常茶飯事のように起こっていたからである0そのため、たいていの人は

日記のなかに真の思想を書けな岬である。1972年に小学校にはいり、文化大

革命が終わったとされる1976年あたりから日記をときどき書くようになった私

でさえ、以上のような暗黙のルールをずっとまもってきたのである0

では、社会主義中国を生きる入射ことって、日記とは何だろうか。

日記は「向党交心」、つまり「中国共産党に心をとりだして交す」ための道具

である。「偉大なる中国共産党を熱愛し、偉大なる指導者毛浮東を敬愛している

心の奥底」をいつでもみせられるように用意しておく装置である0今日の言葉

で表現すれば、つねに検閲にそなえておくためのものである。いや、最初から

共産党の幹部たちに検閲してもらうために日記を書く。共産党の書記や共産主

義青年団の書記などによんでもらい、思想的にいかに進歩的であるかを評価し

てもらう目的で日記をつづるのが一般的である0その意味では、日記のなかの

「思想と行軌も当然、つくられたものである。誰も本当に考えていることは

書かないし、実際にとった日常的な行動も「革命的」に偽装しがちである、と

いっていい。私がここでとりあげるモンゴル人作家の日記も例外ではない0

しかし、それでも、日記には真実がある。それは「つくられた真実」である0

検閲に耐えられる真実である0当時を生きた人々の心底からの叫びではなくて

も（心底からの叫びもあろう圧少なくとも革命隊伍のなかにいたひとりの人

間がまわりにまじって口にしていたスローガンであるのはまちがいない0モン

ゴル人作家はほとんど毎日のように毛浮東への忠誠心をくりかえし表している。

たとえば、11月18日の日記はわずか一旬からなっている。

「毛渾東に対する私の態度は熱く懐く！熱く！劉少奇に対しては冷たく！

冷たく！冷たく！」

これは、決して著者が妄信的な毛浮東フアンだったことを意味しない0闇カゝ

に書くことがみつからなくなると、このような語句で飾るしか選択肢がなかっ

たのである。実際、私もふくめた、当時の人々がはく用いた自己防衛策だった0

毛浮東へ忠誠をつくし、共産党に対する熱愛を具体的に表現する方法のひと

っに、「毛主席語録」をどれほど覚えられるか、がある。日記の作者も毎日のよ

ぅに「毛主席語録」を暗記していたと自白している0日記のなかにもひんぽん

に「毛主席語録」をひく。当時、人々が挨拶の代わりに毛澤東語録を口にして

いたのである。たとえば、

「政権は銃口より生まれる」、と誰かにいわれたら、別の人はすぐさま「人民

に奉仕せよ」と答えたりしていた。
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「毛主席語録」は毛浮東の文章のなかからの抜粋からなっており、決して毛渾東

思想を体系的に網羅したものではない。文化大革命当時、人々はさまざまな造反派

に分かれていた。派閥どうしで弁論する際に、自分に都合がいいように「毛主席語

録」をもちだして武器としていた。日記の書き手ももちろん、例外ではなかった0

日記の作者はまたよく毛渾東の詩詞を引用している（たとえば11月24日）。

毛澤東の詩詞は決してうまくないし、美しくもなかった。しかし、毛浮東のほ

かに漢詩を書く勇気を誰ももてなかった。漢詩は封建社会の残浮だとされてい

たからだ。漢字そのものに美を感じとり、漢文漢詩は知的な人々の優雅な精神

世界を披露するものである、と伝統的な中国人はそう考える。しかし、1965年

秋に書いた「念奴嬬　烏児問答」という詩のなかに、毛渾東は「放屈」という

言葉をおりこんだのは周知の事実だ。これで中国の伝統的な美に庇の臭いを混

ぜこんだ毛浮東はたしかに革命家といえよう。もっとも、かれは延安時代から

演説のなかでしょっちゅう下品な言葉、性行為を指す語句を愛用し、いかにも

「ヤクザ流プロレタリアート」（流頓無産階級者）らしくふるまっていたことも、

最近では広く知られるようになった（亜衣　2005：216）。

醜悪も百回美しいといえば、信じる者もでてくる。モンゴル人作家も例外で

はなかった。かれも6億の中国人たちとともに毛滞東の放った屈を美味しい、

といわざるを得なかった。毛滞東とその作品をうたがうことは、まったく不可

能だったからであろう。

要するに、「中国共産党にとりだして交す心」は、毛渾東の語録と詩詞でかざっ

ていなければならなかった。劫である。

2．ぶれる心は伝える

毛浮東以外の人を愛することは、単なる浮気以上に、とても危険な政治ゲー

ムだった。日記の作者は1967年8月4日と10月6日に、「毛浮東のもっとも親

密な戦友で、後継者である林彪」に対しても敬愛し、崇拝している、と告白し

ている。そして、学生たちがガリ版印刷した「林彪同志語録」を学んだとも述

べている。林彪同志は毛澤東がもっとも信頼する人で、中国共産党の「天兵天

将」のような解放軍を率いてきた思想家、政治家である。林彪はレーニンの後

継者たるスターリンよりも偉大だ、と作家は賛辞をおしまない。劉少奇のよう

な「悪魔」を毛滞東がうちやぶったのも林彪の力があったからだ、とも指摘し

ている。劉少奇を打倒するために林彪と彼が掌握する解放軍の威を毛渾東が借

りた、というのが今のおおかたの見解であるが、作家は早くからそのように認
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識していたようである。

しかし、私の手元にある日記では、この8月4日と10月6日の文章はすべて

塗りつぶされている。

1971年9月13日、「親密な戦友」で、共産党の綱領である『中国共産党章程』

のなかで毛浮東の後継者に定められていた林彪はなんと、モンゴル人民共和国

南部の草原に飛行機ごと墜落して帰らぬ人となったとされている。毛渾東暗殺

をくわだてて失敗し、あわてて逃亡したが、異国の地に謎の死をとげた、とい

ぅのが中国の公式見解だ○いわゆる「九・一三事件」だ。もっとも、一般の人々

に林彪の死が知らされたのは、事件後、数ヶ月間がたってからのことである0

林彪も実は毛浮東に追いつめられていた。中国の人利ま偉大な領袖の親密な

戦友の不可解な死をとおして、文化大革命をうたがうようになった20おそらく

日記の作者も同じだろう。彼もたぶん、自らの「党に交すための赤い心」に林

彪賞賛の斑点がついてしまったのをあわてて消そうとしただろう。悩みながら、

文化大革命についての思考を深めていったにちがいない。

多情なモンゴル人作家の領袖愛が少し林彪にうつったこともあったが、毛澤

東の讐敵である劉少奇に対しては終始、憎悪と批判の罵声をあびせている。劉

少奇を名前ではなく、「劉自乱というあだなをつけてよんでいる。白髪のめだ

っ容貌が印象的だったかもしれない。劉少奇と部小平のブルジョアジー路線を

批判するなかで、当時、資本主義的な「毒草」とされていた映画3「清宮秘史」

と「不夜城」をも乾している。

1967年の社会主義中国の人民のひとりとして、毛浮東と林彪、そして劉少奇

の三人に対する上で示したような感情の発露は、決してユニークなものではな

い。私は今、文化大革命と少数民族との関連について調べている。作家の日記

からもモンゴル人がどのように文化大革命にかかわったか、という内容をよみ

とることができる。私のこのような期待を作家は裏切らなかった。

3．内モンゴルの文化大革命の投影

共産党にいつでも真赤な心をみせられる。いわば、いつ検閲されてもいいよ

とする公式見解を変えて

いない。中国国内における研究もこうした政府の枠から離脱していない。中国以外では、林彪事

件を見直そうとする複数の斬新な研究が現れている。たとえば、丁（2004）と呉（2006）、それ

に林彪の一味とされる呉法意の回想録（2006）も新しい見方を示している。

3社会主義中国において、どのような映画が「毒草」とされ、いかに批判されたかについては、祁

暁掛こよる『香花　毒草一紅色年代的電影命運』（2006）がある。

2林彪については、いまの中国政府もまだ彼を「反革命者」、「反党分子」
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うな日記であるが、それでも、中国の文化大革命が内モンゴル自治区でどのよ

うに行われていたかについての第一級の資料である。

3月4日の文章のなかで、作家は自分を「青年革命造反派」と位置づけている。

文学者をめざす20代前半のモンゴル人青年は、1967年3月1日にはすでに内モ

ンゴル自治区のもっとも西、モンゴル人民共和国と接するアラシャン左旗に下

放されていた。なぜ、いつからこのような僻地に流されてきたかについては、

まったく触れていない。「赤い心」にあってはならない真相を日記は伝えていな

い。アラシャン左旗も当時はバヤンノール盟に属していたが、やがて中国とソ

連・モンゴル人民共和国の「修正主義」たちとの対立が激しくなり、戦争はも

はや不可避と判断されたとき、軍事的な視点により、1969年から寧夏回族自治

区に割譲された。モンゴル人たちをムスリムの回族に渡して統治させる、とい

う手法である。宗教は異なるものの、同じ漢語を話し、そもそも歴史的なホーム

ランドをもたない回族のほうが、モンゴル人よりも信頼されていたようである4。

日記のなかの「私」、つまり「革命青年にして文学労働者」であるモンゴル人

は、親族とのつきあいをも一切絶とうとしていた。一度だけ、1967年7月に包

頭市にすむ姉と、ウラーンチヤブ盟四子王旗にいる姉をたずねている。個人の

親族同士のつきあいよりも、革命同志への愛が強調されていた時代だ。家族へ

の感情はブルジョアジー的な趣味と否定されていた。男女の愛も革命同志式の、

毛滞東とその前妻のひとり、楊開慧との恋愛のようなものでなければならなかっ

た。モンゴル人青年の革命式の恋愛はなぜか成功せずに、失恋におちいったこ

とを6月29日の日記は伝えている。

若い作家はアラシャン左旗の政府所在地バヤンホトを中心に、オルドスのオ

トク旗とハンギン旗、バヤンノール盟の三盛公という町、包頭市、フフホト市、

ウラーンチヤブ盟四子王旗、そして寧夏回族自治区の首府銀川市まで足をはこ

んでいる。当時、ふだんの居住地を離れてよそへ行くときには、人民公社政府

と旗（県）革命委員会からの紹介状がなければならなかった。厳しい移動禁止

政策がしかれていた時代のなかで、かなり広く歩き回っていたほうになろう。

作家は、革命委員会の指示で動いていたと書いている。

文化大革命が発動された翌年、1967年1月6日に上海の造反派たちは市政府

を打倒して「奪権」した。毛澤東の勅命をうけた「革命行動」である（呉法意

2006：630－633；975－976）。このような上海の「一月革命」にならって、

4モンゴルと回族などムスリムとの関係については、私は『モンゴルとイスラーム的中国』という

著書のなかで詳しく論じている（楊　2007）。
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全国各地で「奪権」がスタートした。それまでにブルジョアジーの反革命路線

を歩む実権派の権利を奪う革命とされた。北京から遠く離れたアラシャン左旗

でも、1967年3月14日に「奪権」がおこなわれた0作家もこれに造反者として

加わっている。人民解放軍が彼らの行動を支持した、とも伝えている0

3月20日、アラシャン左旗の副書記トウブとチョローらは「修正主義の民族

分裂者」、「フルシチョフのように人民にわざわいをもたらす害虫」として吊る

しあげられた。かれらの「親分」ウラーンフはすでに1966年5月、文化大革命

が正式にはじまる前に打倒されていた0内モンゴルを偉大なる祖国中国から分

裂させようとしたウラーンフは「モンゴル民族に対し沼天の罪をおかした」、と

7月16日の日記にモンゴル人作家の「心」が公開されている。

4．動揺と苦悩、そして国際革命への視線

毛浮東の号令で、さまざまな造反派組織が雨後の筍のように現れた1966年、

1967年であるが、やがてその一部は「真の造反派」、別の一部は「保守派」とさ

れた。造反派か保守派かは、毛浮東が倒そうとしていた人物と関連があるかど

ぅかが基準だった50造反派同士でも自らを革命派とし、他のグループを反革命

的として攻撃した。日記の作者も、めまぐるしくかわる政治的な嵐のなかで悩

みつづけ、動揺をかくせなかった0

4月17日の文章から、作家はアラシャン左旗の「紅色造反兵乱の一員で、

同じ旗内の「東方紅」や「紅衛兵乱と対立していたことがよみとれる。個人

も各派も離合集散をくりかえしていた、と5月7日から17日までの日記は伝え

ている。そして、「紅色造反兵乱は6月9日に崩壊した、と作家は嘆いている。

秋の9月21日になると、アラシャン左旗の「東方紅革命造反総部」が復活を

宣言した。「わたしはもともと東方紅の戦士だったが、反動路線による白色テロ

でしめだされた。そして、一時は頑なな保守の立場にたった0しかし、今から

ゎたしは誇り高き東方紅革命造反総部の戦士として闘っていく」、と作家は豪語

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ＿サンス＿　　　　77ホ

このような動揺や反復は、内モンゴル最大の造反派、「呼三司」こと「呼和浩

特第三司令部」の動向と密接につながっていた604月17日づけの文はそれを語っ
ト

ちがいかに使い捨てにされたかについて・最近、中量部部長
人と1んメヽY一′lゝ－r一′‘■ll■‾■、一　一′、‾一′’▼

陸定一の息子陸徳、全国政協秘書長だった梅襲彬の息子梅建明、それに張長走らによる回想があ

る（暁滴　米雅1998）。

6内モンゴル最大の造反派組織、呼三司がどのような運命をたどったかについては、その実力者だっ

た高樹華、程鉄軍による回想（2007）がある0
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ている。作家が属する造反派もフフホトなどへ代表者を派遣して情勢をさぐっ

ていた。当時、全国的に広がっていた造反組織の活動の実態を知るうえで、と

ても有用な資料である。

作家がどういう目的でアラシャン左旗からオルドスのオトク旗やハンギン旗、

バヤンノール盟の三盛公あたりを行ったり来たりしていたのかは分からない。

彼は日記のなかで何も触れていない。やはり、自分の心を完全に党に交してい

ない嫌いがのこる。おそらく、当時、大串聯とよばれていた「革命の火種」を

播く活動で各地を歩き回っていただろう。大串聯は「革命的な経験を交流する」

ための運動とされ、ただで鉄道やバスにのり、食事も無料で提供されていた。

そうしたなか、9月4日に、三盛公でおこった大規模な武闘に作家はでくわして

いる。人々は鉄棒を手に、馬にまたがって道路を封鎖した。造反鱒が保守派を

とりしまる行動だという。9月6日には、今度はオルドスのハンギン旗でも武闘

が勃発し、殺されるのではないか、と作家は恐怖心をつづっている。

武闘はブルジョアジーの道を歩む劉少奇を支持する一握りの悪者たちのしわざ

だ、と作家は信じている。実際は、中国各地でおこった有名な武闘は毛澤東やそ

の直接的な指示で動いていた江青ら中央文革小組のメンバーたちの息がかかった

造反派たちがひきおこしたものである7。毛渾東は武闘で死傷者が出た、との報告

を受けた際に、「よくやった」と喜んでいたとの証言がある（呉法意　2006：640）。

毛主席も武闘ではなく文闘をよびかけている、と作家は書いている。しかし、

毛渾東が1966年8月18日に紅衛兵たちに接見した際に、彬彬にして君子たら

んと期待されていた宋任窮の娘で、当時北京師範大学女子付属中学の宋彬彬に

対し、「要武腑」とそそのかしている。宋彬彬がすぐさま名前を宋要武に改めて

いるのはあまりにも有名な話だ。毛滞東の一語一旬が金科玉条以上だった中国

において、「要武腑」との煽動が何を意味しているか、造反派たちも当然こころ

えていたにちがいない。宋要武はその後、7人もの「牛鬼蛇神」をなぐり殺した

という説がある（任1996）。直接毛渾東にあって、「要武腑」ときけなかった

純朴なモンゴル人作家は、武闘にまきこまれて苦労し、その嫌悪の感情をあら

わにしている。

遠いアラシャン草原にいながら、作家は国際情勢の変化にも敏感に反応して

いる。7月8日にはインドネシアの共産党勢力がふたたび結集しはじめた、との

7武闘と毛澤東との関連性について、文革当時のキーパーソンである主力や陳伯達らが発言してい

る。たとえば葉永烈（2購）、陳暁農（2005）などがある。また、官製の『毛渾東伝1949－1976』

もそれを認めている（中共中央文献研究室　2003：1490－1491）。
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ニュースに狂喜している。インドネシアの戦友たちもビルマの戦友たちもみな

毛澤東の暴力理論にそって闘おう、と熱い一文をしあげている。世界革命をリー

ドできるのは「社会主義の兄貴」たるソ連ではなく、中国だと信じている。10

月28にはチェ・ゲバラがボリビアで殺された記事をとりあげている。チェ・ゲ

バラ同志の失敗は、キューバの修正主義者カストロとの関係を断ち切らなかっ

たためだ。ソ連の指揮棒に従っていたからだ、と書いている。これは、中国当

時の公式見解であろう。

見方はどうであれ、あるいはそもそも本当の意味での個人の見方などがなかっ

た時代である。それでも全人類の解放を任務としよう、という理想にモンゴル

人も燃えていたのは事実であろう。

5．1967年の総括、そして文革風音話の継承へ

1967年12月上旬、アラシャン左旗の北、モンゴル人民共和国との国境に近い

ところが雪害におそわれた。作家はかの地におもむき、遊牧民たちのあいだで

数日間すごした。天幕のなかで、本の虫だった作家は読書に励んだ。手にはい

るのはだいたいマルクスやレーニンなど「偉大な社会主義者」たちの略伝だっ

た。病気になっても、偉人伝をよんでのりきろうと、作家は努力した。詩らし

い詩はひとつも書けなかった、と作家は12月31日に自白している。それでも、

自分の人生にとって、意義深い一年間だった、としめくくっている。

吉越氏は、「戦争と革命の二十世紀」は二つの大きな政治言語経験をへたと指摘

する。それは共産党言語とナチス言語である。中国における文革言語はマルクス

主義政治言語の一類型である、という（吉越　2005：25）。たしかに毛澤東をはじ

めとする中国共産党員たち、そして一般の中国人民までつねにマルクス・レーニン

主義的な言葉を振りかざして生きてきた時代がある。しかし、とくに共産党政治家

の場合は、それは往々にしてご都合主義的に用いられていたのである。そういう

意味ではもはや「真のマルクス主義」とはかけ離れたものであったにちがいない。

日記の作者がどれほど心からマルクス主義を信じていたかは検証のしょうが

ないが、その文章の行間から文革風言語の特質が横溢しているのは事実であろう。

備考：

本研究は財団法人・平和中島財団による助成金「アジア重点学術研究」の一環

として実施された「中国・モンゴル族が経験した〈文化大革命〉の実証研究」（2007

年度）と、科研費「モンゴル族からみた中国文化大革命の実証研究」（基盤研究
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C　大野旭（楊海英）代表）の成果の一部である。記して関係各位に感謝申し上
げたい。

また、漢文日記のテキスト入力は中国中央民族大学蒙古語言文学系博士課程

の永花さんの手を煩わせた。心から御礼申し上げる。
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三月十四日
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通運逆境夏余的奇枚斗争我把弔本上学到的，了解到的泰西用到薬師当中，学到了不少斗争知睨，捉高了斗争芝木。但奇
枚，迭只是走完了二万五千里慌征的第一歩，我的斗争成功地走完了第一歩。今后的革命路程連投，今后的人生路程述悦，
我各必姓按前述，成斗・・…・

三月十六日
“三，一四”奇収奪定了。絶大多数革命群余和革命組玖熟情欲呼，里決支持迭次奇枚。辻去有些受蒙蔽反対辻的人

大部分己軽清醒辻来。
速足毛渾泰思想的侍大股利！

七十月三

斗
現
是
中

斗争嘲，

0
就
争

銃
迭
斗

笈
－
．
カ

太
嘲
成

的
盾
．

解
矛
花

争，急凧暴雨式的激烈的附扱斗争嘲，官是長束
在
斗
的

日
永 最夏奈的！什ム是斗争，什ゑ

通辻一段奇枚斗争，在返腱利之日再回顧一一下，往回看，走辻的九十月的路程
争
成

，迭就是附扱斗争！我イ日革命造反派就是在返十斗争中成斗、覚醒，姓利
士！我只有在斗争中去寺裁，服随革命的路！真正革命的路！

ヰ
頑
不

活生争夏余的，所以一十人在斗
」

「

ノ

一

　

l

 

j

　

●

－

一

一

「

■

是
脇
定
降
也

蓬
矧

界
奴
以
辺
○

世
附
所
一
面

，
0
都
反

騰
鹿
家
的

是
．
巨
億

革
説
法

的
鯛

醒
正

晴
到

的
姑

命
的

共脳。不能死板
立場上的里走，

オ叫立揚堅定。返九十月的斗
得我也吸取啄

取
道
回
教
〝
○

奇
交
m
席
人

m
打
他
主
的

我
魂
結
毛
漢

克
団
　
結

的
取
　
了

月
須
∴
説
中

三
必
国
是
争

兄
日
通

八
有

十
度

的
多－．

理
了
火

我
満
的

去
充
争

㌔
佃

争
斗
一

斗
了
力

飯
浦
成

附
充
要

是
久
我

不能只者眼前。要有政治共腋，戌略中腹，機略共
不能有主親主文，不能老弘光自己想的対，必須仇客親上看同
非正嫡立場上的堅定。真理在自己迭辺就必須堅持，真理在人

志同的有 就是犯了返神錯漠，所以役期受蒙蔽，結果走向自己

三月十九日
不能新倣自満，停止不前，日高自大，看不起別人。我要姓按杏斗，特別和自己
対待其他同志，特別是邦些受蒙蔵的同志，要熱情対待他イけ帝助改正錯漠，要争

和自己意見不同的人，述要善子団結那些反対辻自己，井且己姪被実践証明是犯
教等冴

三月二十日
今晩召井凡千人的批判大会斗争了修正主文民族分裂主文分子，前鹿妻副弔近国布利除奴昇己分子蕪楚魯∴送都是赫

魯暁夫式的人物，足柄国映民的害人虫，是其戸主又革命事並的絆脚石。返些家伏企国在我イrJ虹光照輝下的祖国塙資本主
文夏辟，摘修正主文。我イ日不打倒速些家伏恋え能革命，窓久能生存？‘‘消火一切害人虫，全売故’’。

三月二十一日
文化大 草
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春青椚我 的意又是什△？我玖力就是“触及克魂，，，就是我イ日在文化革命中
成力一十真正的革命者
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三月二十二日
事並的接班人。我イ日要力我爪先戸附奴争雪，要力侍大的毛浄泰吋代争雪，我椚要敢
戸酢飯枚威，我イ日也敦子超他机，圧到他イ日，要創造出他椚所夢想的奇述，要用我イ日

的元手建出我イ口紅通過的世界，造出我爪的一一切。我イ日不能“崇拝”郡些人，不能以力他イ日是了不起。其英，他椚也没什
ム了不起。

革命ノし女多奇志，取超前人刷新世。
三月二十三日

在疾病面前我要成力焦裕禄。要像焦裕禄同志那梓軽傍不下火銭，帯病上降，カ人民力革命工作。現在我有病，但是
我不能因此而停止革命工作，我庄咳像焦裕禄同志邦梓忘持病工作。返一一生中不要説法点小病，就是有了致命的疾病也好，
我有一天生命力党力人民，カ革命努力工作一天，自尽所能，鞠射尽痔。当然我要愛折自己的身体，カ人民多活九年，多
倣些工作。但我不能倣葬病吃坂的寮生

“我イ「］不但善子破杯一介
旧文乞，我イ「1也能‘‘建’，我イ日
社会主文民族的光輝仙煙的新
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新文乞。我里信通辻文化大革命我イ「］社会主文祖国

．址我イ日挙起双手迎接返十偉大的来l剛巴
十五日

“尤戸附級的文学老木足元戸折攻芝禾革命事亜紆一部分，如同列苧所説，是整十革命事亜机器中的歯鞄和螺些打’’。
三月二十六日

今日仇巴音浩特来到繁延境。我イ日的任各是以旗革命委員会的派遣来抑革命促生戸。我是来力人民服各的，是来孤革
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正革命派親友イ日一道摘牧場内文化革命的。是来促生戸的，和革命群余一一起稿好春耕的。我イ日的任各中，一定
后革命委員会布量的返一任各。
教等迂我イロ：‘‘我机的一切工作干部不分駅位高低都是人民的勤各員，華イり所健的∵切都是対人即匝乳’’＿？＿現車

返里不足倣膏当老苓乗的，不足指手刺脚来的，不足反か代替乗的，不是野服休息乗的。我必須当返里革命群余的学生和
成友。我在返一段吋岡里要在返里群食中孔根生快。

三月二十七日
今大我和揚里工人イロー起参加芳功。我旦然有病，但是参加芳功不但克服痔痛，而且精神非常愉快，紆暢。因力只有

芳功一斗争オ能真正的幸福。只有和工人一起芳功，オ能和工人結合，オ能了解工人，オ能依皐工人，オ能学刃工人，オ
能神助工人。

三月二十八日
中我庄以普通芳功者的身扮出現，以学生対待老師的邪神志度対待群余。対群企我必須城恩、
志度上要特別注意。要接着群余的需要和白原，我要理解他机的心情，理解他イ日的展望，夫
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寺，要慢慢眉友他イ「］玖酒。只有返梓我オ能在群食中孔根生民
創造世界妨史的功力，，。
人民万歩，群企万歩！

三月二十九日

－54－

企如何要相信他イ日。即使是対干那些落后的群企也要相信他イ日会覚醒起乗的，対他イrl要熱情、耐心，
甚至対我提意見，反駁我的正碗視点也好，我速足不能着急，不能忘拝他イ日是群企，不能忘綽自己
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友功群余是最重要，長堀雅的工作。需要一神斗争的芝木，更需要用毛渾束思想去后友，引寺群企。
三月三十日

我要用自己的双手力祖国的社会主又大庭里多添－一決碑，多抹一鍬泥，迭就是我的幸福，就是我的責任。
三月三十一日

文化革命的暴凧頭雨洗練着祖国的大地，文化革命的春凧化雨触及着我イrl的克魂。祖国的一小映地方一我イ日
祖国的大地一拝呈現着文化革命的大好形勢，我相信我イ目送次文化革命一定会摘好，摘到底。通辻文化革命我イ日

送里也同
返里也一

定会変成紅通通地毛揮京思想的新世界。
四月一日

文化革命有大成役、小成役。迭次是大成役。返次成役中我什一定要把反革命的修正主又分子鍬出来，把党内走資本
主文道路的当枚派打倒。特別是要把党内最大的走資本主文道路的当枚泥拉下弓，辻他案辺砧，誓死保王毛主席。子子弥
卦忠子毛浮末思想，保証我国永不変色。

四月二日
最近凡夫在我イ日井展文化大革命的祖国，推起了把持反功路銭息根子的高潮。送十息板子就是党内最大的走資本主又
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全党共吋之，
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席，子子卦
イ日就和他桝到
主席オ有我イrl

修弄。修井上我イ日一定要破ル千年来的邦些封建主又
修弄’’一脚錫升，建立起我イ「］尤戸隣奴的真正的修弄
命性。党内最大的走資本主文道路的当枚派刈自失挑出

者弄 的危害了！我イ口座該升始我イ目元戸附攻城士的真正

四月四日
横眉冷対刈自失，傭首甘力毛主席。

四月五日
斗争就是幸福，在斗争中求幸福，求愉快，求真正的革命人生。斗争一吋不寓真正的革命者，国力革命者的生活就是

斗争，工作就足斗争。
四月六日

今天在大凧中又芳功了一天。来繁殖場工作的迭一段吋同是我イrJ己蛭参加了好凡夫的労功。我不知什久吋候オ能在体
力芳功上辻硬。我真心希望先参加3～5年的衣並或牧並芳功，好好被爆自己。

四月七日
l

L

r

′

［

H

H

 

l

　

＝

一

一

　

　

l

ん

　

■

一

二

－

末
永
路
辻
等
，
的

棒
大
道
風
教
望
泰

毛
功
的
有
的
期
洋

的
芳
席
没
席
的
毛

大
界
主
迩
主
爪
在

侍
世
毛
然
毛
我
斗

在
全
着
且
，
対
成

活
是
走
在
同
席
生

生
．
人
現
時
主
一

我
肺
少
我
席
毛
．

寺
多
　
主
負
斗

的
有
　
毛
草
城

生
星活在毛主席領寺的侍大社会主毛主席就是今日的弓克思，今

多少人胃着生命危険，学刃毛洋本思

耕M小心叫－… 性
俺
を
滝

潮蛸い㌣

韮主席著作
∴
洋

人
界

命
世

革
在

界
現

世
！

北
京

事
活

的
席

末
主

洋
毛
〓太光栄了！

束的旗恢下

民
上
目

附
的甜

但是我毎吋毎刻在
其他

毛
着

十
服

．

－

．

一

．

席
快
倣
中

主
成
該
地

毛
下
庄
事

誤
植

馳
凧

開化化一山小山
好成士

戸主又’‾も去，銀着毛主席，在革命路上前述

不該庄我
嘲斗掛

四月八日
‘‘人民，只有人民，オ是創造世界的功力”。人民最侍大，最純粋，最高尚。我永遠是人民的ノし子和勤各員。

四月九日
分清故我，速足十非常服雅的事情。好多吋候，在我イ日的対面有我イ口的故人的同吋，述有被故人所拉捷蒙蔽的我イ日的

同志，我イrl必須要看清堆是故人，准是自己人，要打缶故人，争取自己的同志，団結自己的同志。
四月十日

今日八白石其繁殖場回到了巴彦浩特。
四月十一一日

一十革命成士庄該吋刻想着革命，想着自己対革命的責任，想着革命化。八両在自己生活的毎一一今市奏都要嫡出革命
的声音，自己的毎一歩伐都在革命的市奏声中道升。返就定説吋刻仇革命的大地、返赴着想，戸格地要求自己，使生活斗
争化，規律化，也就是革命化。

四月十二日
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友誼庇咳是眉井眉的向共戸主又革命前逆的革命的友誼。庄核是生死共同的力大下労苦大
庄該是弄声同情地抒友元戸酢飯価大事並理想的友浪
カ了一一十共同的革命目椋走到一起来7，，。没有一一十共同的革命目転郷里述有革命友誼嘱
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四月十三日
就是全盈相信人民群余。人民湘折毛主席，毛主席湘折人民，人民忠子毛主席，毛主席
自己的一切，也正在献出自己的一切。人民，カ了毛主席死且不臓，酒血不夫。所以人
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国的棉妻か可山，看熟祖国的毎一決地方，熱愛祖国的一草一木。
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有友遣、団結、智心呪？
四月十六日

然是列学、毛主席姓練炭展的。其戸主又不是凡夫上梓下乗的割
鴨
軌
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紬

現我∩
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呆
所似
粗

自古以来的所有的最先述、最革命的秩累就是共戸主又
桐的共戸主又革命事並也是在前人的事地中的最先述最

唯物主文的魂点去正碗対待辻去的肪史，座核継攻仇辻去的彷史中煉
西
四月十七日

在オ有着具体的感受。我玖力迭梓多次的反麦是好的，只有千種盲爆オ能煉出真正
1年青一代的椴焼成快有利

的呼市第三司令蔀魂在威力最革命的組軟，迂梓巴盟的奉方紅飽臥又出寒7月雛岬佐
文出束了ご紅玉兵団等元始造反，▼文向我イrJ紅色造反兵団升火了。究寛准是最革命的只有走

‘‘不伯凧吹狼打，腔似岡庭信歩”
四月十八日

今日赴伊盟途中来到敬川，看到根多大字扱，晰到咋多新消息。出来風見世面，根有好址，能刑艮界，能了解大勢所

当前全国元戸附奴文化大革命形勢大好，敬川的薬事也証明了迭一点。
四月十九日

晩上看了反功影片“清菖密史”，一一一着就看出官的内容眼反功，形象服下流，真是一十重国主又的黄色。但是党内共
号走資本主文道路的当枚派自称力‘‘刈克思，，的刈自共都税是愛国主又的。可兇刈自失的所謂愛国主文就是喪国主又0刈
自失就是喪国主又人物，就是真我椚社会主文祖国的人物。‘‘清吉密史，，産物底批判，刈自失一定要拉下男。

四月二十日
今日乗火事共到石塀山市。
千里河山泰凧吹，祖国到赴新雪象。
文化革命放歌斉，革命人民心達紅。

四月二十一日
今天来到郡托克旗的所在地一馬竺填，第一一次踏上郡布多斯草原的金色大地。“我好像双真的神弓，1弛在草原上，

明瞭哺岬，カ了遠大的理想，像燕子似的も向遠方……’’
四月二十二日

市的吋阿就是延快生命。吋阿対我イrl来悦多久的宝歳晩我イ日塵珍惜官，苛的官，要用更多的吋同力人民多倣些工作，
カ革命多倣些工作。

迭次乗法里工作我可能有不少空陶吋「司，返些空閑吋阿我痘核全部利用好好学刃，不能自白辻，不能光睡覚。
四月二十三日

‘‘一切革命臥伍的人都要互相夫心，互相愛折，互相帝助’’。我塵咳和一起工作的毎一十同
他対我忠梓，都要以至滅相赴，要有酢飯感情。不能老脱寓大家，不壊近大家。当然要有革命的
粛又熱情

四月二十四日
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身居蒙古包胸怖国家，端在草原放眼天下。我風廃土作在偏僻的旗攻城墳和牧区，但我鹿核毎吋毎刻夫心国家大事・
夫心天下大事；庄核多看根紙，多祈新開，多淡姶大事。随吋了解形勢，分活大足大非。当前史虚核夫心文化革命的大事，
要単独分析思考，要肌遠地大地着想。

今大乗辛八部托克旗来到杭棉旗。在返里将工作九十月。我有机会能深入部亦多斯生活，能欣賞郡亦多斯功人的歌曲
井感到宍奇。返是r一生中経得的机会啄！

四月二十五日

四月二十六日
我的同学到赴都有，凡乎分布在全内蒙。我イ「］都塵在向一軒紅旗下位大，計一十学校里学刃快大臥同学速足多久宗

切的称呼，他表速了我イ「1河深海深的折奴感情。我イ日光栄地裁斗在祖国各十角落的各十崗位上，我イ日都是毛渾泰的年青息
莫者，都是祖国的革命ノし女。我愛我的同学。

在返杭綿旗工作的同学一仁軟（原五班），宝玉智（原十一軌斯琴巴特布）今舟一見我如此熱情，真城地感到温暖
和新倣

仇西尼頓乗車来到伊克卑素公社，返里真有草原凧味。“牛羊肥嘲，彗ノし牡，草原一片新雪象……文化革命家凧吹，
草原騎上千里駒”

四月二十七日

四月二十八日
我是人民的勤各月，我所倣軋一切都是力人民服各∴今大我イ日歩行到方旗山，晩上又逆行了宜借。和群余在一起真宗

如一一一家，格外紆服。
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諸掛棚
用鮮血和生命保．圭毛主席，保圭
革命者。我非常敬愛他イrj，想到
的除玉苧同志；和王光夫的反功甘

象
隊
形

的
的

横枠
是多久侍大！他イrJ的立場

華子要和一切害人虫斗！什ム吋候出来修正主叉，持出赫魯暁天
要革命，要造反

文化革命的英雄1的精神常軒　　　四月三十日
仇伊克ち素公社来到巴音木仁公社到逼功育群指揮部一升会地点参加会蚊。

五月一一日

今大足五一一芳功革。是全世界芳功人民的革H。我登高速眺，看望展升文化大革命的怖大的社会主文祖国的多斬江山
和芳功人民的毎一寸笑股，心里翻起米杏的巨浪。在価大毛洋泰的附光照輝下我椚祖国的芳功人民多久自由，多久幸福！
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，全世界的三分之二的労功人民利修正主又統治区的芳功人民速足辻不上自由幸福的日
放的圧迫之下生活，他イ「1述在水深火熟之中！我想到返些元戸附奴和芳功附奴弟兄m心

命成士，是侍大毛渾泰的忠安着，是全世界芳功人民的ノし子，我有決心将来来日参加埋葬帝国主文的
成斗，カ全世界芳功人民的解放事弛献出自己的力量、歌声和鮮血、生命

五月二日
一〟晩会的哀音根号以后我一五況浸在欧席之中船心MM 又
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日
自

人
由幸福。只国力

慾，カ全世界芳功人民而活一百歩！祝悠万寿尤錮！
五月三日

我イ「1カ人民服各，必須要了解人民，必須要了解人民的困稚，要理解人民的心情御希望。如果不知道人民的困稚根本
淡不上力人民服各。

五月四日
今天是我イrJ社会主又中国青年的光輝的苛日，在我的胸中翻騰着帯日祷篇的千言万句；在我的腋海中回旋着青春吋代
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光栄地成斗在怖大其戸主又事地中的青年。我是激昂地歌唱在革命文
的太田。我的青春是多久可愛，我青春的共戸主又革命理想更是多刺

命
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力
熟

理想
二白的祖
了我イrJ

会主又強国。任重而遥遠。有志有抱負
，●
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子輩
■
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〇
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m
命

址青春友出光利熟……
五月五日

一十革命者不能以十人利益彫鳴革命利益，不能把十人的得失考虚辻多，不能随心所欲的千十人一些事情。
五月六日

革命的道路是曲折的，服雅的。干草命就是要准各走法神曲折的、服雅的道路。要想拭到平坦的，筒宜的道路，而去
革命，送只能是非革命的幻想。

五月七日
近日乗車来到巴彦高勒，看到和晰到的泰西不少。看来文化草命中我イ日只是蛭妨了凡次反夏，只是受到了一点鍛煉。

而更大的更多的反夏肯定述在后共。送秤多次的大反夏不足杯事，只有通辻送祥多次的大反夏，我イ日文化革命オ能最后取
得腔利，我椚年青一一一代オ能真正得到千種育煤的鍛煉。

五月八日
黄河流在河套平原中，汽車奔弛在黄河岸上，春日衣村－“一片新雪象，祖国到姓‾も妖前述。今天仇巴彦高勘出友乗車来

到杭錦旗郡里斯太公社。
五月九日

今夫婦自行車乗到我m阿左旗吉竺太公社逼功的九十牛群上。
五月十日

革命的文学芝木痩咳是前述的革命臥伍的成鼓和号角，庫核是吋代的声音。所以革命文学芝木的最大的任各是反映現
英生活，カ我イ日政治斗争服各。

五月十一日
人民公社是我的家，人民公社社員是我的素人，人民公社的牧畜是我的財戸，我要保折自己的眼珠一梓保折人民公社

的軽済。
今犬八部里斯太公社出友来到巴拉頁公社一我得去吉至大公社四大臥逼功的牛群上，看到述在圏着嘔得几十共牛真是

心痛。我是工作組員，是人民的勤各員，我必須想尽一一切か法解決返一牛群上存在的同塵。
五月十二日

在返牛群上帝助社員鋤了一天草，真有点ノし巌，但速足我痘尽的又各。我必須要和社員堅持同芳功，要学刃他イ「］服苦
朴素的作風。

軽両天泰奔西飽返群牛的同塵基本上巳蛭有了解決的み法和途径。
五月十三日

今大凧沙特別大，打的人イ川浄不升眼晴，近不升歩伐。在返大凧沙里我携上泰西，肌牛群上出友奔向三盛公。晩上乗
到三盛公。

我是葬成返梓一一十“牌雪”，越是有大凧越要沖，越是有大泊越要陶，越是有困碓越要上，返オ是革命的硬骨共精神，
オ是革命的床双主又精神。

五月十四日
三盛公的文化革命出現力激烈的形勢。

五月十五日
〟文化革命的反夏，，返一名伺我オ升始理解。

五月十六日
革命不伯死，伯死不革命，只要中国不変色，死‾r也甘心。

五月十七日
一一一十革命者必須要有政治的逸見，附級的立場，必須透辻現象看本虜，透辻眼前的迷夢看到天空中的光明，放弄十人

的安危墜産地端到岩石的頂峰。
五月十八日
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′ 返本精装小弔的梓式和我的
的歩月中，我将手不寓返本小紅
除奴的光輝仙焙的新文芸作品而献
丸 章看官，力工衣兵服各，カ人

那些両面派イrl，那些塙
返梓的人如果遇到革

益。
別，以后像紅岩山的青

子（
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招
棚

揺揺不定的那些所
不堅定的人，都是些鼠目

革命，会当叛徒，会出兵

琵号人物。我妻独立思考，拭到
革命的立揚不可去，何況十人
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五月二十日
“毛洋末日倍”近日略凌完学。我イ日体大領袖毛主席所定乗的人生道路是一一条最革命，最光輝仙焙的路，最有機斗性

的路。毛主席仇来就是一十最高尚，最純粋，最有道徳，最脱寓了低級趣味，最有利子人民的人。毛主席的侍大思想以外，
他的侍大人格，他的一一一一挙一功都是我イ日所学刃的横枠。

五月二十一日
今天八三盛公乗車来到杭棉旗西尼填。一路上看到雨后的一望先師的緑色草原御井在原野的各秤花ノし，吃在緑色原野

的牛、巧、羊、張乾群，一一神心情涌現在脆里…　我愛祖国的牧区地方。
我是快在衣区一半衣半牧区的人，如今来到牧区工作。我対衣区深有感情，対牧区更有了感情。不管是衣区或是牧区，

都是祖国的金色土地，都足我イ日生快的地方，都是社会主又的揺箆。我力牧区的革命和建没献出自己的一一点力量利智慧而
感到日豪。我把我終生的革命激情和涛句歌声献拾祖国的社会主叉牧区，、カ把牧区建竣成共戸主叉的天空而努力杏斗。

五月二十二日
服苦裔斗，迭句活眼有含又。不管在什久吋候、什△地方、什△条件下，一一一十革命者必須要杏斗，要努力，要向上，

要床双，要だ格要求自己。数十年如一日，服昔杏斗一一輩子，オ能対革命倣出点貢献。
五月二十三日
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光輝著作‘‘延安文芸座淡会上的沸活，，友表二十五周年。
主席友表迭篇沸活，宣布了克戸酢飯革命文芝垣功新紀元的井始。官像一座灯塔，照亮了我イ目前逆的胞
肩明星，預告工人附奴文芝将以薪新的面貌出現子世界；官像一扮判決弔，宣判一切反功的，腐朽的資

己近。
学労功者，‘‘沸活，，是我的文学芳功的“座右堵”。宣借共戸主又革命，宜侍巧列主又毛渾
我的天駅。我想把毛洋京文芝思想活学活用，武装自己，カ克戸断奴光輝仙焙的新文芝的

五月二十四日
洲震蕩凧宙激’’，我イ目送↑吋代是侍大的革命吋代。在我イ廿活着的今后九十年中世界人民将要
底；消天一一一切害人虫，得到人糞解放。中国人民将要把一労二白的祖国建設成世界第一十強国，
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樹立模杵。我イ日侍大的蒙古民族也将随着中国大家庭，和英他兄弟民族一道日益共感繁栄，立子
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活在返祥一十侍大的吋代和侍大的国土上，作力侍大的毛渾束的青年，我イ目送一一代任各多久重，道路多久慌呵！
五月二十五日

什公是有始有終的壮両的青春，什久足元悦尤憎的真正的人生；什公是我イ日皮尽的責任和夫駅；什公是虔求的美繭御
宝責；返一達串的庚向常在我的心中凧起云涌。

五月二十六日
我長音歌的是草原緑浪上境薄（蓬勃）欲出的朝日。国力朝日象征着侍大共戸主又革命理想。我向往那遥通的共戸主

又社会一人美解放的明大。我堅信世界的未来一一定属子共戸主又的。不治在什ム吋候，什ム地方，什△条件下我都電不功
揺地力共戸主又理想而活着，成斗着，芳功者，歌頒着，迭就是我的理想。

五月二十七日
我十人，対干革命事並来説就如大海里的【一一滴水，大机器上的一顆螺些打。我的能力是有限的，在戎イrl的侍大事並中

我只能倣一部分二Ⅰ二作，辻【一一部分責任。但是究寛尽多大的責任，作出多大的貢献，返完全由我的努力来決定。我探知我的
又各和着任。我対自己的事並，対党，対人民応用牧大的貢献，困力我是毛揮束吋代的青年。

五月二十八日
群企足真正的英雄，群奴オ有真正的高尚。邦些害人虫老苓イ日，邦些対不起群余的官員政客イ日，他イrlオ先知，他イ日オ

什久也不知道。
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我要把革命所需要的，自己庭掌握的全部知倶安戒
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向着一十日栃杏勇地斗争下去，

将官友出光和熱献拾我イrl侍大的事並。我要有
文学知硯，速成咳有庚史知硯，哲学知沢，地理知硯，音床知硯，圃画知硯，吏庇該有社会知硯，生活知硯

五月三十 日

毛主席著作対我来説是理想的横転。生活的教科弔，道徳的同事姓，行功的地国，是人生的必修之路。学刃毛主席著
作是我倣人的必由之路。

六月一日
今大足六一一一ノし童市。今大我作カーサ青春吋期的青年，高失地看到我イ日的小弟小妹イ口，今日的少年ノし童イ日在侍大毛渾
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附光普照F，正以偉人的良好情景追求成快。他イ日十十都是郡△可愛，那公聴明，那ム活淡，特別是有革命精神，
。他イ「］将把我イrrー労二白的祖国建設成情夫的社会主又強国，保証其鮮紅的顔色，他甘1将来自参加埋葬帝国主文
去
祥
解放全世界労苦大食。他イ日和我イロ都是祖国的未来，人糞的未来。我愛返些小弟小妹イrl，如同愛我自己的胞弟

帝国主又的阻楳家爪，修正主又的老苓爪，牛鬼蛇神先生イ日，体m看着我椚返一一代是忠梓地成快肥。佑イrJ己後者錯了対象，
打錯了算盈！体イ日想和平演変的夢己蛭破天丁。我イ日永逸足革命的・一代，永遠是佑イ日的掘墓人！

六月二日
要裔斗就会有栖牡，カ有栖牲多壮志，政教日月換新大。当我想

的文化革命的成友爪的吋候，就不由地粛然可敬。他イ「1オ是我イ日此吋
命
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的生。我イ「1共可断，血可流，毛揮未思想不能去。カ了保丑過布各地
六月三日

今日在招待所接到徳力格八三盛公乗的屯講。
六月四日

“大君有情犬亦老，人向正道是池桑，，。毛揮束思想的真理永遠存在。
六月五日

今大乗年来到三盛公。
六月六日

巴盟的文化革命己軽定局，“朕息，，宣告失敗，‘‘京息，，取得姓利。
六月七日

今日来到敬川市。
六月八日

今日到込巴音浩特。巴音的文化革命定月，“兵団，，己（以）失敗菖終。
六月九日

我イロ参加的姐玖“兵団”己蛭跨了。成斗臥也埼了……
六月十日

一三箔－

革命是件不容易的事情。



六月十一日
“拾共望見北斗星，心中想念毛渾泰……’’

六月十二日
“堅走”和“頑固”是各有附銀惟的。相対的。

六月十三日
一一十革命者踵咳迎接暴凧雨的到来。

六月十四日
今天八巴書出友，赴伊盟途中来到敬川。

六月十五日
革命不伯犯措演，措了就改。但心里真正知遁自己是錯了，忠ム堵了，返吋候オ能改。

六月十六日
今大乗火車肌堀川来到巴音高勘。

六月十七日
塵
芳

己。不平格要求自己就等子泡日子。人生的毎日毎吋必須是だ格要求自己的、向上的

戸格要求自己，戸格，戸格，戸格！不治在什ム吋候、什ム地方、什久情況下都
操鍛煉，背涌主席清泉井始到晩上厄日蒐息結全天工作再睡覚，一天的生活、斗争、

純紺小川㌧

求
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自己。仇早展一起来倣
必須高栃准戸E格要求日

吋阿
六月十八日

一早析到我国昨天在本国西部地区上空成功地爆炸了第一一顆気弾的振奇人心的消息之后心理ガ分激功。祖国桝，祖臥
我一労二白的祖国！悠在博大毛渾泰的天オ領等下正在一日千里，1妖前述，正在夢景一般繁栄強大。我イ日有充分的信心，
克服一切服碓困苦将我国建竣成カー一一一十侍大的社会主文祖国。

我的侍大而光栄的祖国万歩！
六月十九日

今日到貴河垂去鉄刀訪泳，感到空前的蒙近和米合。‘‘不管凧吹浪大，脆似内庭倍歩”。黄河之大池1滴彩瞬，像我年青
的革命熱情，黄河之水呼哺歌呼，像我鳴亮的涛歌書‾苛。我一一定要征服黄河的大泊，要録出一一一套迂人的訪水本領，力将来
横波千ヵ条江河，解放全人英而戌斗准各技能。

六月二十日
‘‘凧雨迎春頻，1雪迎春到。己是患崖百丈妹，洗有花枝梢。哨也不争春，只把春来根。待到山花だ漫吋，地在必中
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切都由迭↑侍大的革命没想所造就。凡合法十侍大革命理想的我
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，和那漫笥革命文学成士力撤読者的混蛋胴去同流合汚呪？対迭梓的政治庸人
塵咳毒不沈務地、里決地、果断地、床親地把官打到九宵云外去，把官的黒手斬断巨没有
起睨？不交志，不交心，忠能交往呪？我最痛恨迭秤其安是反功的政治庸人和人生的泥水

今天我八三盛公乗車来到了杭鴇旗，収到学力格的一封信，也足長后的一封信，最暴露航艦的内
情
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我只力侍大的共戸主又革命理想而付出自己年青的心血可寅的吋同郡一切的一切。我
費心血，浪費青春。愛情是需要的，但是只能需要力革命群想的有伶伍的愛情，而不

ヒ
ヒ

ム
日

俗的愛情。其英，只要有了力革命理想的精神生活和服苫幸福的成斗、労功，人生就有
有也竜元留恋え地，照梓能革命，照梓能力革命理想而生活九十年。

六月二十一一日
生活嘲，生活，生活就是斗争，カ其戸主又革命理想而逆行的斗争的生活オ是真正的生活，オ是真正的愉快和幸福。

六月二十二日
‘‘一十人倣件好事井不雅，雅的是一輩子倣好事，不倣杯事。”一十人村立十理想井不稚，姫的是一輩子丸迭十理想

而成斗，而不忘尼辻十理想。
六月二十三日

我愛我的祖国，我永逸足祖国的ノL子。我今日的毛主席阿光照輝下的社会主文的強大的祖国吏是可愛。我是祖国的ノし
子，民族的ノし子，当然我也是世界的全体労苦人民的ノし子。但我首先是祖国的ノL子。

六月二十四日
古今中外，在一切速歩的事地中，革命的事亜中泉可牡的，最可恨的足那些叛徒。追号人最貪生伯死，最白私，最不

得人心。他往往先来今最堅強，最秩板的偲局面，可是到真正紫要的危険的夫共他就一跳辻去，人身変妖，出兵自己的事
並，把同志当作和故人風面的礼物。

叛徒有罪，罪咳万死！
六月二十五日

“宝貴的生命属干人民”，宝寅的オ能属干人民，人生的一一一切属干人民，而不属干我自己。生命和オ能以及人生的－1－一
切当然属干我イ日毎一一十人自己，但是首先是属干人民，属干草命，属干侍大的理想。

六月二十六日
‘‘四海潮騰云水怒，五州震蕩凧苗激，，。我イ目送↑吋代是侍大的吋代，成斗的吋代，功蕗的吋代。我返一筆子活着郵

一華子敢当激述涯，用我的鳴亮的時句和稔杵去成斗。在毛浮氷的旗似下，宜甥丁＝浩
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有打，オ能和平
害人虫，我就不需要什ム和平，不慮辻什名和平生活。対那些害人虫只能拭出

六月二十七日
“毛主席塀，毛主席，慾的活ノLi己在我イ日的心炊ノし里。’’

六月二十八日
現在社会上的牛鬼蛇神常常出先，他机的孝子兇卦イrl吏是横陶覇沖，返些家ノしイ「］揚眉旺雪．，高光地太早∫。
眼看若返些活生生的事実，眼看着通些群魔鬼戒，一介売声扮級革命成士忠ム能和官イrJ去同流含汚，忠ム能和宮椚去

一一碗里吃坂嘱？
六月二十九日

‘‘在訪泳中学会前泳”。我凡年来一一宜力求学会拍歌譜，但只是肌理冶上去珠，而没有在唱中味，所以至今末学好。
今日下定決心在唱中味，結果己軽基本上会唱了。所以得出↑結槍，唱中学唱，干中学干。

六月三十日
人民，只有人民，オ是創造世界肪史的功力。

七月一日
今犬

念着我イ日
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和領尊者毛浄泰，我対党有拘不尽的紅心，有税不尽的愛戴。党咽，党，束髪的党！回頗
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解放出来，使人民得到自由和幸福。
吃立干世界的国家和民族之林中！
防共逼敗演的危険，領等全世界被圧迫人民向帝、修、反喜成！
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的党是挙世元双地、光栄侍大的党9両卿り党的埠
夫只有毛主席，オ能代表我イrl博大的党。対毛今

紅旗下！前述在恋的英雄行列中！

七月二日
‘‘唱支山歌拾党祈，我把党来比母来。母来只生了我的身，党的光輝照我心……”

七月三日
今天肌西尼領乗車来到伊克馬素公社，下午仇伊克ち素公社歩行来到我旗九十逼功群上。来伊克馬素見到一十名叫尼

均的貧苦社員，坐汽車映路費，我威令出自己的3元伐邦了他，又清他吃了一一一頓坂。
銭是人民笈的，其中也有迭↑社員的一滴汗，我用等共解決他的一一点ノし困堆是貴先発黛的塵尽的又各。

七月四日
我踵該成力能上能下，能文能衣，能城能多的新型人0送就是我既能当千部，也能当社貝・既能在城市上作・也能在

衣村芳功的人。
七月五日

今天肌牛群上歩行通路60里来到巴青木仁公社逼功指揮部所在地〇
七月六日

乗腋李肌伊克卑素公社出炭来到一十老多家里。
七月七日

近日来到杭錦旗巴彦恩格公社。
我走到椰里郷里就是我的成斗的崗位，兼愛的家庭0不縁在什ム地方・什△条件下，我都塵核安居床亜・戸格要求日

己，肌事我理想的裔成。

“印度尼西並共戸党人和革命人民iE在肌新集結升始薗斗，i。「播里侍出的返十消息真使我床杯70印尼塀，印尼，
困稚深重的印尼，我多少天，多少月想祈到休成斗的消息・今天鋒手折着70我国力此攻欣鼓舞。・祈肥，祈那千万条英似
好消息，卿巴，祈那天涯海角里借出来的障降稔声和号角声0我イrl的印尼戌友・類句践友一元戸附奴弟兄イr正在挙着毛洋
泰的暴力革命，武装革命的侍大紅旗嘩考叫払．埋草解堺，嘩斗！正在向邦修、帝、反猛烈速攻0世界黒暗之址，燃起了l t　＿　　■ヽ　l」L＿．一　　一一．1　1　　　　　　1」し．■　ヽ■・▲一　人　1た1ゝ　■

火，焼過全球烈
各

七月八日

′■　，　【　‘●　一事「、　Jr　－　　l　　　■▼■‾▼　′　　　　一r l■　　■rl■　　▼

元数的星星之火！迭些皇壷之火不女的廃車腫全額到一一起，焼成烈火，焼成僚原
又又主陳国爪我是迭正義的疾呼返些星星之火，去加油送些星星之火！困カ

全人英解放万歩！

今天肌巴音恩格示公社乗汽車来到三盛公。

‘‘大青山吼高又高；黄河水間，悦又悦，大青山脚：′東海画，火事1舞向末法……千里江山如此姉・祖国北方多吋
愛……”。晩上乗到包共，喜逢富乗組姐，半夜淡得歌淡↑不完0我送十人真可以説没有来属親点眼・達也些年一一五没有
顔定業。但我玖力位革命不得不法梓。

【転‾我永遠距着毛主席走，永遠革命嘲，革命

七月九日

七月十日

七月十一日

久別来人音相逢，姐姐対我如此未熟。我今日更怖森永毎年迦世的叔叔。叔叔一生祭服着其戸党・距着毛主席・逆
行自我改造，力争倣一介有用子革命的人。返一切永遠倍得我牢蒐心帆向他学刃。我要倣到力党鞠舶尽樺・死而后己0
我是今快在紅旗下，快在毛主席閃光照輝下的革命青年・迭一一一点不同子叔叔。但是我也有必要向叔叔学刃。叔叔間，安心
＿．一．　　　＿■1、　さ　ヽ－　【11＿＿ヽ▲」＿■一　ゝ＿　■1占亡　1．　　　＿】．ヽ一二廿　ノ」膚こl　　　廿　∠」

七月十二日
下午肌色共出友奔向萬別己久的呼和浩特。火車在竜奔∴心血在沸騰，歌声在蕩洗，山河在攻笑……。呼和浩特吼

呼和浩特，凡年来我吋吋刻刻都在思念怒，但我力了把祖国迫彊一江陶的阿拉善建没成悠返梓的繁栄友展的社会主文新牧
区，我子鹿千辛万苦，成斗在郷里，歌唱在郷里。

呼和浩特嘲，呼和浩特，凡年末兄，魅的友展，低的変化，真是夢中雅兄，想象不軌軽辻文化革命的疾凧暴雨的吹
打，悪鬼得更加鮮紅，吏加美雨

七月十三日
兄到我少年的同学和朋友，久別的成友和同声攣冬鱒不時串身心里格外南米〇五年嘲 高

井親＿′　　一′■　　■し′　ヽ■■・・i■’■　】　’－－’′　　　■γ▼　一・一・▲－▲■■■■■▼　▼　　　▼r l■　■■　■l r′　▼　　▼

下，前述在奔向共戸主又人道上。抒晴香車呑行列的前奥。送一切都把我イ日的心紫紫地達在一一起・辻を一条紅銭上0我相
信我イr］偶一党的←一対思貞ノし子永遠砧在一一条銭上，永遠成斗在一十行列里・一一一対紅心永向党・－一対／／／／／永拝舞・－一対凪

多少次想念怒，紛嬰低。’或桁丸小二攻ル班在庫大阜準奉的年旗下，成人以来遠隔

準永献党

親政叔，而理所当然的是我イ「1来愛的党）

七月十四日
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第一一次兄到我妹妹瞭木臥弟弟和平，布赫，小妹廓未，’心畠痛愛。我有責任尽力神助把他（姐）イ「1培葬成人，培葬
対党、対革命、対人民真正有益的人。▲正如他イ日的雀竜一我死去的叔叔把我培葬辻的一梓。（当然返十培葬主要的決不足

七月十六日
内蒙古是侍大的中学人民共和国的不可分隔的一決九土地，丙蒙古蒙古民族是価大的社会主文中学民族的150牛車的

一一十。卑三夫返↑野心家妄想把内蒙古分隔出去，法家伏対価大的祖国，対価大的社会主叉蒙古民族的千万革命人民犯下
了沼大罪行。

乗車来到四子王旗，一辺屋就突然析到我姐夫潟徳宝己手今年五月三日死去的璽耗・頓吋洞酒乱石・畢共帯向……。
姐夫吼我来夏的姐夫，低速貧衣的ノし子，低速共戸党員，悠返衷心秋秋的革命的公安成士力什ム死得返梓早・而且返杵
死……姐夫曙，姐夫，我説什公，我想什久，我……。姐夫噺，姐夫，低的四歩該子和我的姐姐忠久か？……真是晴日苗
想呼，天地轄……

七月十七日

七月十八日

常誤認妻妾酢遥遠叢蕩説重宵九。同蝦剛何所有，芙剛捧出桂花掛…・”
七月十九日

我イ日的同志在困経的吋候，要看到成績，要看到光明，要掟高我イ日的勇雪。‘‘
七月二十日

“要奇斗就会有柄牡，死人的事足軽常友生的，但是我イr］想到人民的利益想到大多数人的痛苦・我イ「］カ人民而死就是
死得某所，就是死得其所。”

一十人真正遇到不幸的遭遇之吋，磁到困薙，痛音乏吋要堅強些，剛強些0擦干眼洞就能笑珂珂地向前奔軋狂風吹
不倒，暴雨淋不倒，越是有凧暴越是有痛苦越定席現，越是要剛強・越是不忘怖大的共戸主又革命理想・越是不忘情人的
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事並。要八大赴通赴着想，要地奔小的十人的痛苦。
七月二十二日

我仇姐夫死去的血的教訓中臥快到身体健康対革命来説是多久重要，多久宝歳晩需要待到健康的身体，只有一十路，
那鹿足力革命鍛煉，鍛煉，再鍛煉。

七月二十三日
越辻大青山，越辻草原，八四子王旗来到呼和浩特。

七月二十四日
今天城兇学校的祷友敢立均芥栄等人，暢淡今后的元戸附奴新文芝以及各自己創作道路，昇口同声地肌力我イ目送一代

青年一文化革命中南征北伐的文学青年イ日必須手挙毛主席捻文芝，毛主席時同等小虹弔，掲出一条最新的革命文芝路。
七月二十五日

貌埠次釆呼和浩特最大的収荻是客親地、鼻薬地、薬事求是地玖横丁内蒙前－－－除段文化大
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噂嘆声周畢来、＿康竺予閻富治等革命領寺人，返些家伏怖疑和攻蓄中央夫子内裏何題的疾走一八泰。面庇
人的鬼活，反功到扱点。而当吋我半信半疑，思想上対上述同塵曽有辻杯雇。▼速梓二吋廟我也不太和宿
曜杢是毛主席，林副主席的泰西，連休疑和憎恨辻呼三司法↑真正的用鮮血和生命保玉了毛主席和党中
在国嘩垂寒，＿再制御六月初的凡篇日記有点后悔，有点可笑。当吋我太不対了，太対不起毛主席二両

大革命了。不迂迭梓也好，正嫡思想就是迭梓通辻来白菜疲オ再来的。送対戎東説基
し条是毛主席和林副主席裏白点共的，是毛浮木思想的。呼三司是真正姑
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衣兵足元罪的，但他イrJ的返些好人尤意中被杯人利用了，他イ日本来是力了
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面反的己自到 了
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要猛醒辻来，回到毛主席的革命路攻上来，要都祁些党内、軍内走

七月二十六日
晩上乗43次快事寓井呼和浩特，奔向三盛公。再見肥，呼和浩特，再見肥，革命理想之揺蕊城！カ了阿拉善的革命

和建没我更加高米地1向郷里！我可以一一一輩子機斗在阿拉善的大沙漢里，我要把自己的青春，自己的歌声献拾社会主文祖
国辺頗一阿拉善草原。再見把，呼和浩特！悠吋刻在我的心中！

七月二十七日
卑屈来到三盛公。

七月二十八日
今日乗汽車八三盛公来到杭錦旗。

七月二十九日
“苛的”対我イ日革命者，建役者来説是多久重要剛市的可以便祖国富強起来，便人民生活改善起来。勤倹苛的迭足

元戸除奴革命成士的特点之一。相反補強浪費是資戸酢飯的邦一一奮。資戸除奴仇自己的寄生虫生活刃慣出友，也力了址任
何人屋出他有銭，到赴是大手大脚乱花伐，他イ口述男勤倹苛約的人足“小雪，，。我椚可要不得迭十“大”雪。仇私人生活
上苛的迭一方両足力了十人，但好好想起来也是力了人民，カ了革命帆苛的必須成十月慣，八一一一一・分伐＝一・厘伐打算盈オ行。
最好就是弄成十不乱花銭，不大手大脚浪費的刃慣就是。

七月三十日
有的人夫天打朴克，晩上晩上打朴克，他一有雪就是吃喝玩床。他不壊乱不着根，更不去倣力人民服各的好事。送

神生活多色没意思，多久元耳机　多久浪費吋仲間！迭不能是我イr］所要的生活方式，塵咳け伏之。
七月三十山日

一一十人塵核追求精神生活的幸福，不踵核追求物資生活的幸福。物資生活上労到什△地歩也没英系，只要在精神生活
上不低落，他速足世界上長愉快最幸福的人。而精神生活的幸福完全在子力侍大的革命理想的英現所逆行的斗争中之中。
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頂天立地的吃立在京方，皐的是什ム7是解放軍，是稔杵子。没有解放軍，没有梅軒子，使役
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中央屯台第一次公井「播毛主席在去年八月五日写出的大字撮‘‘娘打司令部，，。毛主席的逆光大字扱是号召向中国的
赫魯暁夫一別自失升火的功員今。是世界前所未有的侍大的克戸附攻文化革命的一声旭鴫，正如十月革命‘‘阿迫克く’’地声
一祥有重大意又。我析后扱力感功。我イ「泳通距着毛主席（38），毛主席忠ム指的我イ日就忠名神・毛主席指到郷里，我イrJ
就成斗到郷里。

文化革命的邪宗多斯草原嘲，今人可愛。

八月六日
草原万里好凧光，泰凧吹尽録浪狼，牛羊肥吃，彗ノし壮，牧歌歌唱鳴物天……

八月七日
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洋泰的紅旗下的成士，我要一一一華子当激述派，二軍子柑信鱒執行武獲革命
狼地打，魂的埼句就是子弾，要射向帝修反和二切軍人卑！
鼓二面号召喚世界被圧迫人民。同吋更要随吋准各哺踵毛圭朋剛㈱ 反的成斗

八月八日
到巴盟建没兵団的返功地帯。
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来帥助，迭就是我イ日社会主又吋代的高寅之姓！
八月九日

今天来到巴青馬素公社三大臥。対我イ日的慰同，核臥車高癖余剰革命干部熱情接待，使我椚披力感功。対我m耽素早
揚迭今」二作他イrJ熱情神助。“我イrJ都是来日五湖四海……’’
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的革命群企組鋭，是在党的領尊下逆行戌斗的集体。
”好得服，会根好的解決革命文乞え組玖形式的路，他的生命力比起現在的什ム“作家跡会’’，什ム

能移成立。我決心迭到返梓革命理想，英現送十大址。カ此仇現在升始力官的早目英
。（今天来到漢恰布拉格公社逼功指揮部）
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在机夫的院子里，在牧区的沙鞭里都要堅持鍛痕身体；ヰ咳在什友吋候，在白雪執瓢的冬日，在大凧弥漫的春日・在暴雨
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－62－

常 事

文
刻
要
字
十

到
吋
須
〃
　
耶

化革



而是同伴重要的，所以我イ「招三文化草命中，在今后的渡世歩月里吋刻不能忘竜笛韓精神。位核吋刻笈拐苗蜂精神，不管斗
争多久激烈，吋伺多久紫迫，心情多久激功，我イr］都塵咳適当吋岡里去仇事力人民服各之好事。
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倣
理

核
命

塵
革

大
力

毎
核

核
天
到

小淵小一MWり‖朋
脚
糟

虜
想
人

別是一件仇来没有倣辻的事，升好政商息有些患得患失，息有空撮翠や情ノ但是倣重来，．不吟青草

天オ是有意又，‾オ塵幸福。（今天仇敷佗布告格逼功指揮部単
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送達軽重有吋速疫病頭元就東南廿不到的凧除。当沖逆送十凧隆之后，回共一着オ擦一把汗。
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八月十八日
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八月二十二日
邦綾子的痴狂反朴和明謀策刻下，党内軍内一小揚足資本主文道路当牧瀬逆行最后浄孔，正在挑起全国惟
文化革命己軽逆入空前激烈的断段。在返秤情況下一切真正保圭毛主席的革命派不得不采取“文攻武二㌢’
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后－・遽 毛主席力代表的革命派。我有
刺邦血成到底，真正倣到用鮮

八月二十三日
海可柏，石可だ，忠子毛主席的紅心永不変！共可断血可流，毛洋泰思想不可去！（今天来到杭鴇旗郡里斯太公社）

八月二十四日
八部里斯太公社乗車来到三盛公。

八月二十五日
工衣兵嘲，怖大的吋代之主人，革命之砥柱。工衣兵的心永遠是鮮紅的，工衣兵永遠是毛主席的最熱愛者，最湘折者，

最紫躍者；元治辻去現在和将来只有工衣兵，オ是毛主席最可愛的革命力量。
工衣兵嘲，只有工衣兵オ能保圭毛主情。其官任何剥削除級，或是中派折攻，他イ「］再有甜言蜜暑也買，他イ日韓究速足他イ日，
他イrl鋒究速足男一十心眼，他イ日韓究速足毛主席的死故，我イr博命人民的死故！他イ「1今天的所潤‘‘姑到毛主席的路銭上’’，
是口是心非的，是別有用心的。
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的活，▼工衣兵革命人民会睾起稔杵子去保折塩，会重新上井岡山保折怒。
毛主席，我一一一十普通的革命青年，也是魅的真正保王者。我永返和価大的工衣兵一一起，去保玉悠和低的

八月二十六日
毛主席，工衣兵革命人民是悠真正的保王者。他∬1在紫急夫来会挺身而旦用鮮血和生命保悠根塩的侍大事
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少奇！保圭毛主席！警句刈少奇血戯到底，誓死距着毛主席！誓与牛鬼蛇神和一切反功派血成到底！誓与工衣
民在一一一起！

八月二十七日
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来出現大乱子的吋候那オ収不了場。要革命就斗争，斗争就有柄畦
心‘‘収不了揚”，其英現在出点乱子没什久，今大出点小乱子，正是力了将来
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心里枝力憤慨。返影片尭然把刈自毛
毛主席的価大領等御功績，井放了和平
必須柳底批判返↑反功影片，要御底

八月二十九日
当前我国文化大革命的形勢述是大好的，有的人看到一点“乱”就担心起来，害相成斗是堵裸的。我イ「］要相信毛主席的侍
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衣兵述 席主毛子忠是 湘折林副主席，井要用鮮血和生命保丑的。刈邦
人心向北的革命公故，学寛是紙老虎。
，取得期最后腔利。

八月三十日
我イⅧ眼随着毛主席，在文化革命的激成中正在胞利地前述着。“我イ日的目的一定要胞利，我イ日的目的一一定能移姓利’’〇

八月三十一一日
毛主席呼，侍大的毛主席，悠招千把，悠拝旗叱，悠岡肥！悠向郷里招手我イrl就奔向郷里，悠在郷里拝旗，我イrl就在

郷里成斗，悠岡向郷里，我イ日就沖向郷里。対慾的部署，対慾的指揮，対低的号令，我什一堕不疑，一一一一句不去，一一技不差
地去執行，去哨庫！
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卑三夫修了，他イ日岡赫魯暁夫都是一一丘之絡，一一杵黄色。当前井展的文化草
断地采取了行功，友功人民，迎来拝宙刈少奇等人的修正主又速攻，又一次

命的方向。所以中国人民、世界革命人民必然要躍着毛主席走。所以我m必
曹死距着毛主席。

九月二日
界上一切修正主文工賊都可恨。返一一一群魔鬼，返一群禍世映民的害人虫■㌢一一群

他椚息有一天被庚史測地有罪，息有一天被世界革命人民判決。他イrl的命逼不

血戌修正主文，埋葬修正主又！
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伏他イ日故意挑起武斗。速足和侍大的毛主席的‘‘要文斗，不要武斗”的

斗，錐不全連背主席多次的教等。武斗速足十逆凧，是歪凧，畢決要不
命，再文斗完全可以解決同塵。堅決接着十六条か事。要文斗不要武斗！
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九月七日
路迂尼尼武斗夫哨，来到我イrl的‘‘解放区，，巴盟三盛公。‘‘解放区，，真拾人一一一神“解放区”的感
，没有互相毒打，返里毎一一十革命群企都按主席的教学机革命，促生戸，摘大批判，都在造反派
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オ能走正碑的道路。不然只是国力十人理解不了，而就務不決，退退不功，那就晩了，再行功以后去倣就来不及了，就会
犯錯漠，迷失方向了。

址我イrJ祭服毛主席，磁暗礁，沖凪狼，腔利前述肥！
九月十一一日

在当前我イ「］必須要理解毛主席的成略歩礫，元条件地祈仇毛主席的命令。自己暫吋理解不了，不要朝恩乱想，不要患
得患失。返梓根本会迷失方向，会走到自己的反面。

九月十二日
“拾共望見北斗星，心中想念毛渾束……”迷失吋想念有方向，困稚吋想念有決心。毛主席呼，毛主席，悠教寺我イ日

永不忘酢飯斗争。革命元罪造反有理，御底埋葬旧世界……。
九月十三目

早展乗車来到敬川市。
敬川市屋出一片大好形勢，造反派己蛭揚眉吐雪。毛主席的革命路銭己蛭在返一決ノし地区取得了胞利。

九月十四日
八坂川東車乗到了寓別己久的巴彦浩特。巴彦浩特充満着紫張的雪気，正屋出激戌前夜的状泰。阿左旗文化革命迩要

反夏，不反真也不行。造反派必須要得到微底解放，必須要真正草枕，必須要真正握大方向。
九月十五日
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者，不能有奴東主又，我探知我自己庄核改造自己，背叛剥削附奴
英，，的志度。我庄該再来造反功路銭的反，要執行和持上毛主席的

九月十六日
対家庭出身抱怨太大，只玖倶改造自己的必要性，而没有玖睨 対反 負
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枝待命，甚至等待命垣的来帳。返梓接受了反功路銭的害，又姑到反功
痛
過

的教訓。現在我庄該杏起造反功路銭的反，造刈邦陶反功路銭的反
自己，微底背叛剥削除扱家庭，真正用鮮血和生命保里毛主席的革命路銭
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九月十七日
摘恋愛”中不要辻多的浪費可寅的吋阿，庄核把自己的絶大部分

婚姻上可以占吋阿，但只能占少，不能占多，不能辻分考虚返↑何題而
倣梓 那是対崇高革命理想和人生責任的犯罪

放
費
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吋
去

九月十八日
我不能容忍刈郡的反功路銭，不能容忍党内走資本主又路銭的当枚派的圧迫。要起来造反功路銭的反，追走資派的反。

九月十九日
今天我貼出声明。我在声明中表示要在微底粉粋阿左旗，3．14反革命守枚的流毒，粉粋3．14夏辟斗争中将回彗升稔，

将功朴辻。要在迎凧招展的‘‘京急”旗恢下，用鮮血和生命保圭毛主席的革命路銭而成斗到底。
九月二十日
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九月二十一日
己蛭友表声明恢夏了。泰息仇元月扮成立以来革命大方向始終正嫡，完全正塊。

怖被圧出去，退出去的，同吋一吋有辻頑固“老保’’双点。’現在我覚

振 －州‥…■仙…人

栃清里決支持泰息。我己蛭是全人英第一十公井化的束息視点
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大
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枚 用鮮血和生命保丑毛主席的革命路銭。

九月二十二日
干革命不能堕毒考虚十人，患得患矢的畏恐心理。革命者必須足元所畏供的，大元箆的，当対准正碗目転，看准正碗

方向之后毒不功据地走下去。
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九月二十四日
生活必須要斗争，斗争是幸福的。

九月二十五日
時歌和英他文学作品是革命的戯鼓和号角，定規英斗争的武器。侍歌和文学作品必須力現実斗争服各，要有強烈的現

実性和親斗性，要旗恢鮮明，志度明朗。
九月二十六日

力革命而学刃，カ革命両横弔。弔要多凌，湊辻了也要用。只有返梓オ能得到知唄，オ能吏好的力革命出力。湊弔是
非常重要的。

九月二十七日
天龍什ム事情，我必須要八大赴着想，適地着想。只要対革命有利，椰相対自己不利也庄核柵折。不要老有‘‘私，，字，

息是‘‘我”“我”“我”。只要是対逸大理想有利，椰伯対眼新
」
は

九月
今大我イrl“東方紅息部”双点者到一一中断了赴呼忙 代根

有害也庄核柵折。不要老是鼠目寸光。

温」
的 我イ「］〟束息，，是真正的造反派，大方向始終是正碗

的。我イrJ庄核堅持原則，梓圭毛主席的革命路銭，将革命逆行到底。
九月二十九日

看了批判影片‘‘不夜城”怒不可過。返影片太反功，太明目張胆。影片是刈少奇‘‘剥削有功”反功視点的翻版，足有
着項揚吃人的資本家的泰西。真反功透頂。返梓的影片不批判不行，返杵的毒草不控不行。

銀着毛主席就是没錆，銀着毛主席
久，現在体看返秤現象基本不足停止了
急的危険夫共他元所長惧地放手大干，
毛主席。
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九月三十日
吋期各地出現武斗，有些乱，当吋有的人就害伯起来。可是没辻多
号令，挙
胞利。返

国息功，摘大朕合，団結対敵。毛主席息是返梓，毎当紫
一点我イ日庄向他人領袖学刃，吏重要的是不管如何要躍着

十月一日
今大足我椚侍大社会主又祖国成立十八周年。我的祖国嘲，来夏的社会主又祖国，頂大立地，吃立在世界的京方，成

了世界共戸主又革命的不可推毀的陣地。短短地十八年里建設成了繁栄富強的，揚眉吐雪的社会主又強国。
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是空前大好形勢，腔利在望。通辻文化革命，我椚祖国更加呪固永不変色，更加妖迭繁栄，
対人英解放倣出不可倍量的寅献。
民和ル子，我椚是多久幸福，多久新倣。想起我イrl的祖国戸生克労克尽的力量。我要力社
己的一一切。

十月二日
昨天我帯了東方紅咲終息部的袖章，息算成了光栄的束息成士。我臥力束息足長革命的，我相信束息会胞利的，会持

主毛主席革命路銭的。
在迎凧招展的京息旗恢下，カ了拝丑毛主席的革命路幾成斗到底！

十月三日
事情息是対立銃一。例如…　反功路銭返泰西，体越是屈服，宮越圧制体，体如果敢干造官的反，官也就被体粉砕了。

対走資派也是迭杵，体要是起来反他，官オ不圧迫体了。所以造反就是有理。革命就足元罪。
十月四日

革命成士不能老想打主功成去争取姓利，而庄核有吋准各大被功
如果老是主功，一帆凧順，返革命蓮華什久嘱
看，飢餓略上乗看我イ日是永通主功的
体忠梓把被功交力主功去 利胞取争

一十人如果有短伐的鼠目寸光，
革命呂能倣井蛙，忠能仇十人待

地去干。錯了不要紫，息伯犯錯漠，
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十月五日
息是私心余念，患得患失，郭公他永遠也不能一心一意去革命。
須肌通赴大地着想。只要対革命有需要，必須合葬十人得失，果断
命。
十月六日

剃髪戴林副主席。他是毛主席的最来
車如一日，紫距毛主席，保丑毛主席。
と了刈少奇返一群魔鬼。・・…・農
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し革命的天オ
紫急夫共挺身

迷信和倍数林副主席的思想
永遠銀在他的后面忠子毛主
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逆、最革命的思想体系。
十月八日

文学芳功者要作出点較大的貢献，必須在思想上狼下功夫。而某十作品所反映的思想，也必須是有不同手放，別出心
裁。当然迭必須首先付合彗列主文毛渾泰思想的親点立場。魯迅的阿Q正借成功是囚力邦里有十‘‘阿Q主文”迭↑反面思
想。

十月九日
今晩看了大毒草影片〟兵脇城下”。迭影片真不像梓，仇内容到対活，以及演員形象，都是些和淡判的‘‘密”，都是刈

少奇的反功思想的戸物。
通称毒草必須御底打倒。

十月十日
今天阿左旗大朕合咲終端正式成立。我相信地将会促逆阿拉善草原上的革命派大磯合，在賀三山下送来毛主席革命路

銭的最高姓利的音楓。
十月十一日

正規的，戸格的要求自己的，革命化的生活是多久有意叉，多久愉快，多久有条有理呼。相反，一天糊里糊徐地辻去，
那真没有意又，真不労服。

十月十二日
息是〟我窓ム……”，息是私字，忠能革命呪？革命不能肌“我”字出友，不能対自己有利オ革命，不利就不革命，

速足恨革命。毎件事，毎↑行功都要肌革命的真理出友，而不能仇‘‘我”出友。革命不能考虚紗小十人的得失。

今大析説昨晩在我椚机夫院内友生了
理品，両群余排臥HH夜夜速足英不上。
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返些人太不像講。他イrJ走后l1，甚至倫窃四旧姓

十月十四日
紅玉兵司令部今天晩上主持召升“斗私批修，，大会，戸粛批判前夫晩向出現的集体愉窃私分国摩物資的事件。拾返両

天蛛鎮杏出，返是十大型案件。
我玖力返硝薬不足今二段同塵，速足十大同塵，返就是資本主又夏辟，何現送里参与了根多所謂的革命領等干部，所

洞造反派共共，以及原3．14反革命夏辟的杯共共。返事情庄該戸粛地理，必須戸粛地理。返就是斗私的活生生的教材。
十月十五日

ム愉快，多久有意又。
，早展来叶如寸我起床在粛静的院内地歩，在大樹底下倣操
太阿升起吋我手拝紅通通的毛主席培東和時伺迎着紅光背涌、朗涌。在朗涌着描写毛主席年青吋他侍大形
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詩拉升以后我一十人坐在一同朴素簡単又整斉的宿舎居間的堆満弔籍的臭子前辺，拝起金篭，抒写革
労功。
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亦公……
戸格要求自己的生活，足朴素簡単的生活。我愛返神生活，追求返
債 注意革命化，尤冶任何情況下，不管是眼苦、痛苦、不管是順
和‘‘乱散”
十月十六日

《政治是克魂》，在人的生活中政治生活一精神生活一必須成力夷魂。革命者庄争取精神生活的愉快和幸福，而不庄
該追求物資生活得愉快和幸福。速足政治糊徐虫。

十月十七日
我雪的一一・光大字根引起杵多革命同志的共喝，我蛭妨了一夜一日的服苦杏戟写出了那張大字稚，駁斥那些カ10．12
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倫窃国庫財政案件舛折的人イ日。革命的真理是顛覆不破的。革命的真理舛不辻，買不倒的。
十月十八日

国：’了‘刈少奇坊同印度尼西並，，阿十姉妹篇
叛徒・一対阿下ヱ遡射身牙社会主文画家元首，而邦梓去奴顔婦膝，邦梓」L il．」■　＋－　　　　　ヽ▲．・．＿　　　■

建国王，資本主文国君息簸。像遠軽二重豪秋本把他打倒，辻他随意捏技

■“赫魯暁夫
Lカ是卜一対老
列主文者，育

影片
不悦

今天看了反功妃
赫光禿和刈白毛

去腐朽腐焙，呂能称
那本来就是資本 主

迭対老修現在
打倒芥咲赫禿

又
都
子

上雪
．辟。

坊同美
E修，一対
筒宜是封j

己軽被盾史串判有罪，我イr］要用彗列主文毛洋泰思想武器把他イ日打入十八尼地軌
！打倒中国刈白毛！

十月十九日
物資生活的困稚，軽済上的困推，伐的困軋対一十有志有抱負的革命者来悦是看不到眼里的小事情，想不到心里的

小向題。速些方面再困碓也好・都会被床現地克服・可不能影哨力革命理想之努九困力我m沿着不是力了迂些元用的泰
西・我イrl不是邦些看銭眼紅的，只力着‘‘伐，，而活着的裏戸附級。

由子来属遭禍的困碓我有必要帝助他イr］的生活了，墜詳我的竺活可能要紫，但我要以上述視点来対待。
十月二十日
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カ什ム非要分威勢不両立的西大振，▼産蚕豆

大朕合是当前文化革命中革命派的文
章又道路的，我イ汀百分之九十五的革命人

我イ口座核咲合，必須朕合，朕合起来
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錯了也没美東，臥硯再去改正
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草的物螢生活現在和将来都必須是最簡単，最本

鍛煉和労功，而不足由吃的，条件反射来庚蓮
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斯大林借略，，
斯大林的

判赴他イrl罪咳万死
斯大林永垂不朽！
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邦久我椚大目栃∴点，●大方向一致。対什△不能政脊嘘

打党内走資源，打大大中小的赫魯暁夫。

我臥カし▲華イr頂分之九十五的革命人民是躍毛主席的，是走社会

服命革
日
民 各必須要精通況文，必須要争取能以況文創作。
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大社着想。他的活只

泰思想去分析，得出
要有見解，要干下去

也好迩是要返梓。我要有一紙貞子，一紙椅子就行
塀，什久条件反射材都没用。身体健康主要取次子

励和天地共存，日月英升。修正主文再販大林由侮辱糟端是対価史的犯罪！庚

斯大林永遠活在我イrJ的心里。我伯藤娘簸着斯大林的侍大事並！斯大林吼我イ「泳返杯念悠！
十月二十六日

一十人・一十度作革命的人，如果没有彗列主又毛洋泰思想的学乱研究和通用，就淡不上迭到自己的目的。
十月二十七日
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分析。要按照妨史的本葬両目睾看軽薄華画房痩地簑改庚史，返神倣法只是皮付眼ヽ　　ヽ一　　日　一一一一　l⊥　■　■

永遠足元情的。芥修対＿侍大斯大林的歪曲和侮辱痩亮二二不例字
十月二十八日
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古巴政治舞台，到率利準亜升辟新的革命陣地，上月在訪吉成中被反功
真正体現者，他的一一生是革命者的成斗的二生。破利堆並革命人民一

十月二十九日
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カ有栖牲多壮志，政教日月換新大。

是他提侶武装年取政枚，走武装革命的路，返一一点是符合巧列主
売声断扱革命家。格瓦拉旦然倒下了，但是他的事亜井末失敗，

十月三十日

十月三十一一日
我弓手一紙魔力‘‘横空出世俺何体”的大字撮，貼在街上，振功根大。前凡夫八撮川来了九十人（

生）・自以力了不起，横行覇道，天理取陶・目名カ‘‘横空出世，，分子，逢貼大字拙攻缶阿左旗造反派
咲合0堆人也不敢去軋好像神童不可侵犯0我対返凡十人的主親行力感到憤慨写了返報尖鋭的大字掛
痛斥一一番。

髭
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けいに小淵い■ルー山

学
革

葛

小附．叶叫・－－仰

十一月一日

対待都些不得人心的善人虫，対待那些不得人心的事情・我必須要有十革命的正文感和尤所段倶的斗争精神。要学刃
魯迅的精神。不管官多久雪勢渦潮，我都要敦子和他斗，敦子梓圭真理。

十一一月二日

‘‘真理永遠存在，，・（陶一多的活）彗克思列苧主文毛渾束思想的真理，共戸主叉革命的真理，正又事、比的真理，人民
的真理・庚史友展規律的真理，是永遠存在的，顛夏不破臥因力庚史的舛証法足元情臥

十一月三日
内蒙古革命委貞会前夫己軽成立∴速足毛主席思想在内蒙古草原上的侍大股利。内蒙古各族人民仇今碑だ了卑竺夫的

独立反功王朝，走向真正的毛津泰思想的大道和光明的未来。
十一一月四日

内蒙古臥好地方，毛揮泰的太田照輝輝煙，革命委員会如今成立，随着祖国的前述歩伐……。
十一一月五日

我是生活在侍大毛揮泰吋代的祖国和民族的伏秀革命ノL子・是年青的克私的文学芳功乱我的年青的文学オ能属千体

－67－
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大的毛洋泰吋代，属子社会主文祖国和民族，属子人民・属手元戸附扱，属子共戸主又革命事批而決不只属子我十人。
十一月六日

侍大的十月革命五十周年就要来到了。世界的修正主文叛徒仙工賊仙妖魔鬼怪イけ衆集在英斯科，也叫嘆什△‘‘庚
祝”“庚祝”。但是他イ目送一群早已是叛空木畔的叛徒根本没有資格庚祝侍大的十月革命。馴仲国是当年的方錐挨・中国＿．、ハ」　▲　．．・．．．＿⊥　J一　【－1⊥Ll＝＝＝ここI l　　暮　一女一丁一　⊥　「－＿ゝ111　にコ　廿　∠LHHヒ「1

衣桁今天産自‾己的国土上真正去庚祝十月革命革日〇
十一一月七日
天我倣升一十侍大社会主又帝国的昔時的革命青年∴以秀些窒琴堕

下垂海産修正主又黒暗統治下的侍大的芥朕人民

其戸主又是当年由布示什堆克，毛主席是当年的列苧
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万化着念怖机大

惑夙障降，那当年紅光洞内的克里栂林雪的五畢灯光己琴埠車了
声停止的了∴∴面代替法二切而乗的都是一群修正主文，工賊・叛徒m

噛！速足多久使人心痛的悲刷呵！
十世紀六十年代的十月革命就在我的祖国的六埠圭興起云涌地述行着－尤戸
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新
訂
服 侍大的十月革命万歩

「大的芥咲人民，「大的芥咲其戸党絶大多数是好的・是要革命的。他仙息有一天会起来造赤修的反・重建尤戸附改
号政。侍大的毛渾泰思想，中国文化革命的模梓則是他イ目安現送秤第二次革命的最有力的武器。

十一月九日
今天到共通抄，栽村，参加愉快地芳功。

十一月八日

十一一一月十日

理解和坪什一切革命括功，一切革命碍嘩郵必琴外大地遍如着想，只要官是対革命有利・対人民事此有利・而且是必‥　一一▲＿．＿l l　ヽノhlJ＿　　　11、′J＿●一・rムレ　t、l　＿■」＿　山　一rlゝ▼l lトナーtll「■：＝TlT　ヽ〟－′」Lィ　亡二

熱晴地云適棲。我イrl不能以対‘‘我’’有利否来逸走反需之需要，鹿無対衣桁下人的利益者似抵触也翼，我イ日必須愉快地、
対或湘折的志度。

我想，文化革命就逆行迭ムー
能防止資本主文夏蹄，修正主文淀

説友”，塊在速足老苓作凧，群欲

十一月十一一一日
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永桁必頭傲好遠秤准各，要随吋准各同・一一切修、資去作成。
十一月十二日

毛主席一彗当先，兼山一・条改造世界，実現共戸主又的路来・我椚万彗奔騰紫躍在主席后辺，沖奔辻去。毛主席忠杵
同的，我イrJ就窓△沖。

学払濠弔速足非常重要的，一一十革命者必須是好学0要用雪列主文毛浄泰思想武装起自己的共胞，要用人英創造的
羊富知硯来武装自己オ能威力共戸主又革命者○但学払凌弔必須是在斗争中学・斗争中用，要仇天下大事学，要肌附級
斗争、生活斗争学……

十一月十三日

十一月十四日
我的生活多久有規律，多久有意叉。我大夫能堅持鍛痕∵塵痔脅主席培東和涛軋堅持学刃老三第・堅持学刃文学作

品……現在只差一介重要的－倣好事，参加革命芳司。以后一一定要堅持返一一点。
十一一月十五日

我毎吋毎刻鹿該以一十革命青年，革命文学青年的高姿志出現〇
十一月十六日

今天又到沙漢里栽村。我鹿核弄成一十芳功不伯，不累的刃憤。
十一月十七目

刺少奇是中国的赫魯暁夫，是今日社会主又中国之最大的走資涯
走力第二号人物，在自己的周国便乗集了一秋謀求升官友財的官迷。

十一一月十八日
我対価大毛主席的志度是：熟，熱，熱。我対中国赫魯暁夫－

十一一月十九日
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要以革命化的高栃准戸格要求自己。

要以革命化的高掠准戸格要求自己。

，最大的野心家，最大的禍国映民的野心家。他∴碗
他根本不足今彗列主文者，他是十修正主又者。

刈少奇的志度是‥　冷，冷，冷。

今

在元声晩飯専政条件下継鎮革命嘱9我隕力可以
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的身影在天安1、1上端起釆了。他項天立地地軸起来，狭如当年的雪克思在巴黎公社的
革命的戯場上！
前述在社会主文大道上，逆行着文化大革命，他召喚着九十イ乙世界革命人民，元所畏

的身影是何人ラ▼基我桐的毛洋森！是我仲や中申年本田奉拝束！

“毛揮泰！”“毛渾泰！”“毛揮泰！”

イ日有多少承痛的敢要姶低唱，喋，千万顆紅心在激烈地跳計
十一月

〕毛主
千万弓
二十二

十一月二十

我現在没想的‘‘毛洋泰文芸思想学刃研究中姐”是以前所没
地的。

三席，我イr日
経笑胎迎着
二目

－68－

吐太阿，我イ日衷心祝福悠老人家，万寿元邁
イけ心中的紅太田。我イ「］有知心的法要対悠沸，我
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十一月二十四日
‘‘北国凧光，千里沐封・万里雪執・塑性城内外，惟余茫茫，大河上下頓失沼軌山舞敬蛇，原馳蝦象，欲与天公式

比高……”

今天的雪地正是主席伺中所指示的邪神壮繭景色嘲！
十一一月二十五日

雪花新釈的卑屈，我一一十人在院子地，雪地上地歩着，妹操着，我是堅持倣鍛煉。我威咳迭梓凧里雪里堅持鍛煉。
十一一月二十六日

今天衣牧局定我力赴大案参現人員的一十。我晰了以后高共披了，恨不得雪上展麹1向大案。
十一月二十七日

去大案参現送是我一生中経得的好机会，送不足新山玩水，不足探来望家，官員然是看一着梯田，晰一昨介錯，但是
官是在中国，在全世界最同株着毛洋末席大衣村成略思想光輝的地方。是中国五位衣民的模梓。我将要素眼看到迭↑地方，
忠ム不高共呪。

十一月二十六日
参規大兼高共了両天，今天突然盟里来通知困下雪辻大，暫停参親。カ了促生戸，カ了革命之需要我又接受任各，下

多抗失。
十一月二十九日

我玖力在今后的九十年里，我椚送一一代在国内的最重要的任各是在克戸附改号政条件下姓錬逆行革命，保証中国不変
鮮紅的顔色，与修正主文的出現，資本主文的夏蹄逆行斗争。在理龍上、思想上力共戸主又辻渡准各充分的条件。迭是政
治上的任各。軽済上的任各則要逆行社会主文建没，改変一男二白的面貌。

十一一一月三十日

既然在売声酢飯寺政条件下要革命，那ム辻去的革命和辻次文化革命中打一些斗争形式都可以結合今日之薬師情況経
常不断地道用之。如：文斗、大字稚、組鋭、示威前行，み稚刊……

十二月一日
毛主席在年青吋候起所通用辻的邦些革命斗争形式在今日的元戸断扱条件下的革命中，都是以結合薬師情況偉効之，

学刃之。可以有今日的‘‘新民学会”，今日的“衣民逼功沸刃所”，今日的“雪列主文研究小組，，，今日的“湘江坪龍”，只
有迭杵オ能逆行好的革命，防止修正上叉，オ能活学活用毛渾未的思想，完成毛主席交拾我イ日的任各。

十二月二日
‘‘斗私，批修”速足我イrJ毛主席的最新指示，是文化革命的綱領，是文化革命内容的最高概括。官也是在克戸附扱専

政条件下永通，錬錬革命的内容所在。我将堵刻在心上，永遠斗私，安硯共戸主文化，永遠同修正主文斗争。
十二月三日

現在全国各地挙舟的毛渾泰思想学刃班是斗私批修的威場，也是実現革命大朕合，保証文化革命送入正規化，団結百
分之九十五以上革命群余共同対敵的最好形式。我要秋扱参加‘‘学刃班”，真正斗私批修。

十二月四日
革命就当今真革命，絶不能当口共革命，恨革命。現在我イ日机美里有的干部上月オ参加10：12私分国家財戸案件，

走后日章去的妊物至今未交，述在斗私批修‘‘学刃班”上介招蛭弛哩！暗喩，真是天大的笑活。世上邦里呂有此理，呂有
返梓的逆韓。我仇力像法杵的人嘲，不是私字‘‘斗，，少了，而是‘‘斗，，多了。送是彙狗皮膏萌。

十二月五日
現在速里有的人軽蔑我イrJ真正造反派組妖－“泰方虹朕終息部”是‘‘扱左”，“分裂”，速威肋我m説什ム“准走5．16

的路就里次項圧堆”。瞭吟，真徒労。力革命我椚含笑敢当‘‘板左”‘‘分裂者，，，力革命我椚含笑敢当‘‘五一一・六，，，
革命不伯死，伯死不革命，只要中国不変色，死了也甘心！我イ日不倣半裁子革命者，不倣原則的交易者。我椚要倣決

心把文化革命逆行到底的徹底革命派！
十二月六日

今日仇巴音浩特出友，赴虹吉赤玉林公社参加坑夫，下多途中来到庚格勒公社。雪嘲，雪，百里沐雪，我イ日東坐的小
汽車在雪里寸歩碓行，最后只好退走了，我イ「］ノレ十人在雪里歩行九十里。吃移冷，移吃効ノL剛其床元労，其床尤労！

十二月七日
八庚格勧公社出友継錬奔向紅社。在厚雪的通山里施行返有意思。有吋連絡舵帝人鉄逆雪坑里。山嘲，雪山！我想起

了毛主席的著名伺作“雪”。返可是邪神景色呼！“北国凧光，千里沐封，万里雪瓢……，，

下午来到目的地
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十二月八日
紅古布玉林公社。我イ日己軽升始了牧区服苦生活。但対我来説，返是早己刃慨的事了。
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仕山河的貧労而革命的一生
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恩格斯是姐玖領等辻‘‘第二国防”，列テ斯大林是組玖領等迂“第三国除，，。現在
返彗不威力人糞的狗尿堆的工賊桐，破杯了国防共通，背叛了彗息列斯的事亜

削り的毛主席垣咳組玖建立“第四国防，，。返十妨史的使命，責任永遠的落在毛主席
的身上了。－速足我一一十普通的年青的毛渾泰主文者的友自内心的改感知建攻二’’′▼′▼’■▼■′’’’■＋▼■▼‾　′1■‾′’‾‾‾rl▼’【r‾‾′’■1

十二月十二目
送凡夫我抗浸在湊弔－世界上最量黄的弔－的幸福的海洋中。自大弔不高手的湊者，抄着，晩阿也湊着，写着，

簡宜忘克了周閏的一切。‘‘忘我”的湊間，湊。湊着侍大別姉］的借略……。
十二月十三日

十二月十四日
仇紅古布玉林公社釆到該社徳目吐大臥。

今天轄凡↑蓄群的途中，我和同学－斯日古横顔十人産声瞳的，随吋都有拝迭雪林之危険的雪山里行逆。返↑施程
是根有凧趣地，有吋達人帝路粟走逆三尺深的厚雪中，有吋単人鉄在雪里。但是我胆大的同学斯日古楔克所畏供的向前沖，
我也郵埋草而寒。我仰草子爬辻了山崖和雪坑，我イ目性利ア。真是其床元努。
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革命的道路也不就是返梓的喝？又吋走雪路，▼有再会政敵但是体如果能元所畏供的向前沖，倒了再起，
考琴曲曲鉄到起来，勇往宜前，邦ム体就会到迭目的地，到迭理想之地。不然休会威力逃飽者，退却者，

一十二月十五日
英雄的施行仇在継錬。今大我椚吏是干脆放奔那些平坦安全的塊路，而細雪山越雪崎，升雪拘，跳雪坑，歩行走了平

吋也確定的路，又一一次姓利的到迭目的地。
路呵・路，山向的路，革命的路，八乗没有現成的平坦的路。路是人走出来的，戎要走来。今代我m－→特別是我m

－69－



革命的年青一代所定着的是我イ目前人仇来没有走辻的路，挙登着的是前人仇来没有季登辻的高峰。所以我椚必須像今天走
辻乗的路那梓去踏出自己的路。在附扱斗争的路上，在生戸斗争的路上，在科学的路上，在韓歌的路上……都塵核如此。
国力我イ日是空前侍大的毛渾泰吋代的元戸断攻新的一代嘲！“距着毛主席，我イ日焼迂暗礁，躍着毛主席我椚同辻多少危険，
距着毛主席我イ「］刀山火海也敢上……，，

十二月十六日
我正在凌‘‘恩格斯約倍略”。我首先対恩格斯那仮次子弓克恩的侍大革命天オ，那英雄的裔斗精神，特別是他対千句

克恩的侍大友塩的典苑和力彗克息的崇高的，克私的自我栖牲精神感到万分激功。恩格斯－我イ日侍大等姉的迭一一切崇高
精神和高貴風格是我イ日蓮該効彷学刃的。

十二月十七目
送凡年我到牧民家里根本没有空去神助倣邦些事散的家各芳功。按道理是庫核倣的，但眼前我正在如仇似渦的接着冠

着世界上長侍大的凡十人的侍大生命世紀，所以，吋同比任何吋候都需要的像躍生命一梓重要咽！我凡乎怜惜毎一分榊的
吋光。凡是能利用的九分紳吋阿我都利用在凌迭九本弔上去了。

十二月十八日
在迭徳目圏大臥上，参加咳対革命造反派大朕合会淡。毛主席的“元戸折扱革命派朕合起来〟的侍大口号鳴物祖国的

毎一塊ノし天地。
十二月十九日

迭凡夫我身
但是我イ日里持工

也杵，今后
我会墜持下去，

迭両天愈是
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也不風致。甚至抄巧思列斯借略写字都感到困稚，我根痛苦。

但是我下定決心頂住宅。我不全被病魔咋倒，不全力生病而悲況。

喉，我欲要去寒冷地卑屈倣深呼吸。我今后也同伴，越是有病，我就下横心堅持鍛煉身体。
十二月二十日

恩格斯曽軽起其写迂‘‘自然科学的舛旋法”一文。恩格斯迭十侍大友現是遥庄子一一一一切科学和英。我想文学芝木也是斯
磋法的，我イ口座咳送一方面具体地学刃研究。

十二月二十一日
今天我凌完井摘抄完‘‘列苧略借，，－一事。列苧那力被圧迫附攻的解放不相子稚万障，出生人死陶革命的精神。他部対

彗克思主文的忠子性和友展－創造性，他部↑強調稔杵子，強調武装斗争的学快，永遠伍得我イ日学刃，放伐。列苧是二
十世紀初的天オ，是世界第一十社会

今天，芥咲修正主文領 侍了叛背寺 ㌫岩 ー方錐挨政府的来手鋳造者。
並－当然他イ日在口共上也大沸特排列字，自称カ‘‘列苧的党”，但他イrl

是御共細尾的考茨基，普烈況博夫，托洛茨基的孝子兇卦，是列苧早就痛斥辻的‘‘老修，，。侍大列苧如果今天近在活着的
活，他一定会万分激怒，戸屏痛斥返些叛徒

博大列字的名声和事並永垂不朽！列字的旗似一定会在芥朕重新升起，在全世界高高執掬。
十二月二十二日

今天八番牧群上乗到紅古布玉林公社上。
十二月二十三日

参加了柁雪修公路的労功。我根南米，能把自己的労功的汗水献拾祖国的返一条公路的建没中。
十二月二十四日

文化革命的急凧暴雨洗珠着祖国的北部近東，便数千十普普通通的牧民也掌握到侍大毛禅宗思想。速足一一場多久侍大
的革命嘲！速足一十多久博大的吋代嘲。

十二月二十五日
紅古布玉林公社五大革命群余組娯今天朕合起来了，我イ日参加了朕合蚊式，井致賛辞。
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対群余的活半句也不祈，対群余的看法か歩也不址。可是他イ日自己也
根据的，他寓一十毛揮泰思想者，商一一十人民的干部述差一万八千里。

而返些貧苦群余是山席，是真正的英雄
十二月二十七日

（肌紅古布玉林公社，騎張行程九十里来到北部工委）。
十二月二十八日

我覚得像今大給我イ日凡十十放客井草的司机退行人，述有理友貝，医生、尊医、供鞘貝、郎通貝……返些肌事服各工
作的人，他イr］是第一十カ人民服各的人，他イ日是第一十人民的服各員，他m那“普通，，的崗位“一般，，的工作便他m用自
己的辛苦換来別人的幸福，八両高貴起来了。我第一今夏迂些芳功群余。（今大乗班牟仇西尼卑素来到右旗巴音域布公）

十二月二十九日
汽車杯了，我イr］是走不成了，就縛在返里。多久急死人，急死人嘲，但急有什ム用，雪更能解決什ム同塵。返神客双

是
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就
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決定了体。而体元法決定官。所以我只好安下心来住，湊着我的弔。天龍在郷里，述不足一一拝唱？只同体是窓ゑ渡辻
閑着渡辻了，速足有意叉地渡迂了返－一天，両夫・・…・

十二月三十日
乗了男一介干草肌巴音域布公来到巴昔浩特。一路上坐在上辺，頂凧1抱，真移冷，但也不感覚太冷。
事情是遥拝。平常在温暖的房子里，述党得不暖和，可是一到外面走述不覚得那ム冷。人的一切嘲，息是被客双決定

着，遷座着客双，返就“自然料旋法，，人的料旋法。
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有意叉冴！返一年是史尤前列地価大元戸断奴文化
叉的一年，可以説他是我一生的特折点。在返一一年

命革的席主 路銭。我也是在二月黒凧中迷失方向在
八鹿造反派組玖退出来参加保守派受蒙蔽，但通辻凡十月的実践玖硯真正回到了毛主席的革命路銭
的紅旗下∴返一年里更力重要的是我切切実英地升始学刃和研究彗列主文毛渾泰思想，升始掌握舛

槍，八両在我的理想上，志雪上，性格上部有了横大的新変化，速足我一生的好特折，而返十変化主
掛小淵八㌧～

嘲！
我一生的文学道路上也有了拝所点。返十変化也是来白子祈到文化大革命的誓餅的

思想和毛渾末文芝思想的道路，我将会在自己的革命文学道路上踏出一条光輝的列
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